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会社設立内容 

1988.2.   株式会社日本語教育センターを設立する

1989.1.   「横山さんの日 本語」(横 山式日本語ダイレクト メソッド ) テキスト

全 7 巻完成

1989.4.   日産自動車(株)にて、教授法クラス開講

1989.12.  パ スコ(マニラ)にて、教授法クラス開講

1990.2.   日産自動車(株)宇都宮工場(労働省職業能力開発センター)にて、教授法

クラス開講(3 ケ月の集中日本語コース )  
1990.11  日産自動車(株)メキシコエ場にて、教授法クラス開講

1992.10.  外務省よリアメリカのスタンフォード 大学、ウイラメット大学に文化

講師 として派遣される

1993.   ヤオハンと 合併、YDM Language International Holding Ltd.を 設立

1995.   ヤオハンと 合併解約

1996.    YDM Language International lnc.を 設立

2003.3  特定非営利活動法人 YDM  Association 設立

2016.9  一般社団法人 YDM 語学文化教育協会 設立

制 作 出 版 

1989.1   「横山式日 本語ダイレクト メソッド」

テキスト 全 7 巻及びカセット テープ全 12 巻 を出版

1989.12.  「横山式ダイレクト メソッド 教授法」ビデオ全 6 巻 を制作

1991.   「横山式英語ダイレクト メソッド」

テキスト 全 4 巻及びカセット テープ全 8 巻 を出版

1992.   「外国人労働者のにほんご会話」テープ付を出版

「日本語・韓国語・タイ語・ウルドゥ 語」

「日本語・中国語・ポルトガル語・スペイン語」

「日本語・英語・インド ネシア語・ペルシャ語」

飲食店・スナック・コンビニで働く

1993.   「フイリピン人の接客にほんご会話」テープ付を出版

「タイ人の接客にほんご会話」

「韓国人の接客にほんご会話」

「中国人の接客にほんご会話」

1994.  「横山式中国語ダイレクトメソッド」

テキスト 全 4 巻及びカセット テープ全 16 巻を出版

1996.   横山式ダイレクトメソッドのソフトを導入した CD―ROM デモ版が完成

2003.  ことばは文化なり「横山さんの日本語」物語 出版

2005.  「横山式ダイレクトメソッド」WBT（Web Based Training）システム

日本語独習教材完成

2007  DGBOOK「横山式ダイレクトメソッド」日本語シリーズ全 5 巻

DGBOOK「横山式ダイレクトメソッド」英語シリーズ全 4 巻



横山信子 (Nobuko Yokoyam)

プロフィール

元.米国州立コーネル大学言語学部日本語講師

元.米国州立コーネル大学 FULUCON(Intensive Course)日本語講師

元.国際キリスト教大学(S.P.J)日本語講師

元.インターカルト日本語学校主任教師

元.青山ランゲージアカデミー日本語学校学校長

元.株式会社日本語教育センター代表取締役

元.YDM Language lnternational Holding Ltd.副会長

現在 YDM Language International Inc. 代表取締役社長

現在 特定非営利活動法人 YDM Association  理事長

現在 一般社団法人 YDM 語学文化教育協会 代表理事

著 作  

「JAPANESE」 発売:Linguaphone  
「日本語ジャーナル」実践講座 発売:(株)ア ルク

「横山式日本語ダイレクトメソッド 」テキスト 全 7 巻

「横山式日本語ダイレクトメソッド 」テープ 全 12 巻

「横山式英語ダイレクトメソッド 」 テキスト 全 4 巻

「横山式英語ダイレクトメソッド 」 テープ 全 8 巻

「横山式中国語ダイレクトメソッド 」テキスト 全 4 巻

「横山式中国語ダイレクトメソッド 」テープ 全 16 巻

発行:YDM Language International Inc. 発売:(株)洋販出版

「横山式ダイレクトメソッド教授法」ビデオ全 6 巻

発行:YDM Language International Inc.  
「外国人労働者のにほんご会話」発売:(株)三修社

「日本語・韓国語・タイ語・ウルドゥ語」

「日本語・中国語・ポルトガル語・スペイン語」

「日本語・英語・インドネシア語。ベルシャ語」

  飲食店。 スナック・コンビニで働く

「フイリピン人の接客にほんご会話」発売:(株)三修社

「タイ人の接客にほんご会話」

「韓国人の接客にほんご会話」

「中国人の接客にほんご会話」

ことばは文化なり「横山さんの日本語」物語 （株）博進堂

「横山式ダイレクトメソッド」WBT（Web Based Training）システム日本語独習教材

DGBOOK「横山式ダイレクトメソッド」日本語シリーズ全 5 巻

DGBOOK「横山式ダイレクトメソッド」英語シリーズ全 4 巻



教授法の歴史

（トランスレーションメソッド）＝間接法

まず母国語で詳しく文法を説明してから、日本語の練習をする方法。

（ベルリッツ方式）＝直接法

19世紀アメリカに起こった教授法で、クラスは 10人以下の少人数制、教授は

Native Speakerに限る。学習者は母国語を使わず、口頭練習法を主体とする。

(A.S.T.P方式）

Army Specialized Training Programの略。第二次世界大戦中、米国陸軍が開発した

方式。言語学者の作成したプログラムにより、米国人が英語で文法説明を行い、日

本人が口頭練習を担当した。

（コーネル大学）

A.S.T.P方式をさらに発展させたもので、初心者用のテキストとして "Beginning

Japanese"がある。

トランスレーション
メソッド

ベルリッツ方式

Oral Method 

Oral Approach 

A.S.T.P方式

長沼方式

:•:•9.'心：：恋：澤次：：•55：忍：,,,,,：況：勺ぷxx・スX:'，.5:· ,'滓：窃：岳況：加：•，•5:·恐

コーネル大学

横山方式
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いつでも、どこでも、だれでも教えられる

D M の特徴

・教授法

日本語を日本語で教える DirectMethod。横山信子が 13年かけて作った。

ツリー方式 ・横山式ダイレクトメソッド (YDM) が全ページに組み込まれている。

・対象

小・中・高等学校以上の学力を有する者なら、だれにでも可能。

ドイツ人、イタリア人、中国人などを同時に日本語だけで教えられる。

・形式

対話形式の文型練習（最初から、見て、聞いて、答える練習）。

自然な形で会話をしながら基本文型を覚えさせる。

導入・定着 •REVIEW、のステップがはっきりしているので、教師と学生は的確に進み

具合いを把握できる。

・文法説明

文法はYDM会話方式の中で、自然に導入されていくようにプログラム化されている。

・使用テキスト

本、教材、教授法が三位一体となったもの。

絵 ：状況をはっきり示し、日本の文化・習慣を教える。

位置：肯定形は絵が右、否定形は絵が左。

図形：絵の下に文字があるときは初出単語。

数字：絵の中にある数字で教授法が作られ、全ページに導入されている。

・内容

登場人物が決められており、その人達の会話の中に文化や習慣を多く盛り込まれている。

・時間

300時間で学生は初級会話がマスターできる。
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◆日本語◆

♦イラストが右のときは

必ず肯定形です。

2食l1．これ1点です。

♦イラストが左のときは

必ず否定形です。

12．これはまではありません。
．． 

二れは本ですヶ．
"● はい．これは本です．

これはベンですか．

はい．これはペンで"t.

．． 
いいえ、これは＊ではあ 'l•せん．

▲"  
こればヽ出口ですか．

鼻い

いいえ． これは鯰謳ではあり喜せん．

-ー- 11 , 

守、りな芯&¥TT. ゅ＿ん 氾ぷこれはわ神ですか．‘＂
いいえ．これは＂苔ではあり皇せん．

それはコップですか． ヽ それはXプーンでヤか．

ぃ．そ9しはコ 9..,.で""・ j¥A 'I か I いいえ．＋れ1”..,.＿ンではあり 2せん．

マ □
それば向；；で-r-T:... ド ‘ ｀ それは電冨ですか：．．
恥．それ1i..Itです． I いい：それ1●電口ではあり●せ人．

h
-
し

・て
それl2たばこですか．

はい．それ．I2たばこです．

それはマ 9 チで↑か．

いい L , それ~ほつ＇ 9 +ではあり 2..,ん．

文 念
... 

あれは言ですか．

’̀‘ はい•あれは机です．

I p;l:初 1 あれはい六•”‘•
いい土．あればいすではあり之疇ん．

．．． 
，，れはコで千か．.. 

はい．ぁ n.91事です．

．，．し●
あれ．,ai.軍ですか．

いいI...あれI.“註iではありいせん．

◆中国語◆

♦北京語の四声（トーン）は ♦中国語の数え方

位置と色で区別し、

その意味は絵でわかります。

露ー渫 11．捐麻ユ弐 | …（数手指）
DI y; ICと M』 M9 M1 Mi Shua Sht山6ud 

,.渭

＂ュ、●9●

I 1 

日
'-, 巳

,; 

2 ニ~

と・

鳩 ; .. 2 

喜
＇ 

J ... ， 
•四

鳩 鼻 ” 町』 叫

; 竺`玉 3 
s. 五

‘̀ 喜鳥 臼
w● .~ - ーき

島 罵 •六... 
”‘ 恥

奮 呵 ほn
＂叶以p ヽ

9 七

1 ・.鳴

冑 層
qi ， 1,、
し

＂九． 
葛

10 jii 

rn 1:a I ~ I " I -li饂翠罰一霞匿月 向 191 + 
,hi 
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◆英語♦

♦絵が真中にあるとき

肯定形は絵が右 否定形は絵が左

I 2. He's crying. 13. I'm watching TV. 

、....99”... 

Ya.鳥,・,“”町・
Y“̀ M IL 

19... nnd1"‘9 

N●,...“●’I mi .... 

N,,..“.'t. 

ん•”..•に以鼻• TV?

Yn. I'..．菖＼心ヽ TV.

Y...1 "鳳

ん 9-••9CM • mmie9 

N●, 1..... ""叩...
"""" N●, 1.....， 

19 h9 91“pi":！ 

Yヽ9.h9'9 10キ吋•

y“. h9 is 

Ì h9 1Nnki..， 
No, 以 im•I thmU心

No. h<血 't

^＇9,.U,a4吋•は9"'
y.,．hn mdi叫• Ia'“ 

Ye9. I”n 

’̂’you ● 9i1in,．kt1997 
No. hn noI ●,itin,為 laIm.

No, I'm匹

I• he ▼~kin、9

,..,....口山血•·
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u h9出 ”ì ?
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英語の人称の表わし方

13. I'm watching TV. I 2. He's crying. 

”̂....dTV? 
Y← 1...•OI..... TV. 

VOL I -

んで””｀櫨9dm、ヽ曰如•9
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N9. u,q mm'1叫 9..加 ,h.

No, 1b●9“'ǹI 

9̂C 9hC9 msぃ心山990叩
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Y D M 採用実績

企 業

政府機関

-

1

 

夕

※
ンセ

配

ル

練

力

訓

場

二

能

エ

ク

技

場

場

コ

テ

（

エ

エ

シ

木

社

浜

木

キ

厚

本

追

栃

メ

丁
し
し

車動自産日

パスコ ー一一~本社
マニラ

日本プリタニカ

日本ピグセメ ント

青山法律事務所

ベネズエラ国営海運 本社

コンパック

シャープ

日立

東レ

ヤオハン

外務省 ※ 2 

労働省（中央職業能力開発協会）

教育機関 3
 

会

学

※
 

協

大

流

期

所

J

交

固

学

短

究

際

学

大

子

一

研

国

ヒ

納

園

女

タ

県

ィ

加

葉

部

ン

文

岡

r
常

中

セレ
しィ

静

人

人

人

語

法

法

法

文

言庄

丑

臼

咋

麟

団

_
―
―
―
―
―
 

※ 1 労働省の「中央職業能力開発協会」が受け入れ、日産（宇都宮）で行われた 3カ月の日本語集中コー

スにおいて、米国コーネル大学 1年間のカリキュラムがマスターでき、大きな反響を呼ぶ (1990年 2月）。

日産自動車（株）メキシコ工場にて、 20 0人のメキシコ人に日本語教育を行い、企業のローカライゼイ

ション化を推進 (1991年）。

※ 2 Japan Foundationの日本語教材寄謄リストに記載され、世界中の日本語教育機関に無償で送られてい

る (I989年）。外務省月刊紙「アピック」 1989年 8月号に記載され、世界各国の日本大使館に配付された。

外務省より文化講師としてアメリカ、香港に派遣される (1992年）。

※ 3 財団法人言語文化研究所の「開校40周年記念シンポジウム」にてYDMを実演する (1989年 11月）。
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日本語教育プロジェクト
（実際の職場での “YokoyamaDirect Method"の導入例）

ステップ 1:企業の日本語を教えたことのない人達に、 YDM教授法を教える。

ステップ2 :ステップ lで日本語教授法を習った人が、 2・ 3カ月、合計 300時間

企業の中の外国人に日本語を教える。

（教材）

1.「横山式日本語ダイレクトメソッド」（テキスト全 7巻） （カセット全 6巻）

2.「初心者のためのかな入門」

（プロジェクト 1)

時と場所

ステップ 1: 1990年 1月 10日、日産自動車栃木工場において

生徒： 60歳以上の日産自動車の社員（元エンジニア） 8人

講師：横山信子

ステップ2: 1990年2月 19日から 5月 16日まで、日産自動車栃木工場において

生徒： 17人の海外研修生（外務省より送られたアジア人研修生）

講師：ステップ 1を受講した 8人の日産社員

結果

・全部で 5,395の単語と、 2,869文字の漢字がクラスで教えられた

•生徒は初歩の日本語をマスターした（次ページの採点結果参照）

•生徒はその後、日本語で工場の研修を、 20 カ月にわたって受けることができた

（プロジェクト 2)

時と場所

ステップ 1: 1990年 11月 14日、メキシコの日産自動車工場において

生徒：工場の 10人の日本人社員

講師：横山信子

ステップ 2: 11月 15日と 16日、この 10人の先生達は 1クラス 5人のメキシコ人の

グループに対して、日本語を教え、 2カ月間にわたって、 200人のメキシコ

人に日本語教育をおこなう。

結果

・ 200人のメキシコ人達は日本語の初歩をマスターした。

．彼等はその後、日本の自動車工場において 3カ月間の専門的研修を受け、メキシ

コに帰った後、 5,000人のメキシコ人労働者の生産ラインの監督等になった。
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FINAL EXAMINATION RESULTS:YDM JAPANESE CLASS 
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(FULL SCORE) 
100 100 100 100 (+A BCD) 

(E)/4 
(A) (B) (C) (D) (E) 

STUDENTS 

1 71.6 91.9 93.5 42.5 299.5 74.9 

2 75.1 88.7 82.5 35.5 281.8 70.5 

3 72.2 84.8 93.0 38.5 288.5 72.1 

4 84.8 89.3 96.5 73.5 344.1 86.0 

5 92.4 94.5 97.5 85.5 369.9 92.5 

6 61.2 60.2 82.5 49.5 253.4 63.4 

7 42.6 55.8 84.5 36.5 219.4 54.9 

8 63.1 70.7 71.0 30.0 234.8 58.7 

， 49.2 75.0 85.0 30.5 239.7 59.9 

10 62.7 86.1 79.0 36.5 264.3 66.1 

1 1 45.1 63.5 75.5 40.5 224.6 56.2 

12 57.1 58.2 77.0 44.5 236.8 59.2 

13 71.0 91.9 87.5 23.0 273.4 68.4 

14 44.5 53.2 61.0 38.0 196.7 49.2 

15 69.4 52.1 90.0 46.5 258.0 64.5 

16 73.6 78.9 96.0 41.5 290.0 72.5 

17 67.5 54.2 89.0 42.8 253.5 63.4 

TOTAL 1,103.1 1,249.0 1,441.0 735.3 4,528.4 1,132.1 

AVERAGE 64.9 73.5 84.8 43.3 266.4 66.6 

STANDRD DEV 13.6 15.3 9.6 14.8 42.7 10.7 

MAX.SCORE 42.6 52.1 61.0 23.0 196.7 49.2 

MIN.SCORE 92.4 94.5 97.5 85.5 369.9 92.5 

，
 



YDM理念と概要

日本語・英語 ・中国語教育を通じて国際交流をはかる

Yokoyama Direct Methodによる語学教育

言語・文化・技術の総合教育

・教授法

族家の

ン
ン

生

マ

マ

学

ス

ス

人

ネ

ネ

生

国

ジ

ジ

学

外

ビ

ビ

留

＿
―
―
―
 

象対

＊海外企業との

提携

（企業・個人）

その他

生活面のサポート

＊現地で日本語

学校開設

し』
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コースと教材

｀ 
・日本語教師養成講座（初級）

・日本語教師養成講座 （中級）

・英語教師養成講座 （初級）

3日間の講座を受講すれば、インストラクターとしてスタートができます。

母国語だけを使用するので、外国語の苦手な人でもインストラクターになれます。

教授法のマスターは 3日間で充分ですが、ビデオによる補充学習も可能です。

｀ 
・日本語レッスン

・英語レ ッスン

・中国語レッスン

外国人に直接インストラクターが自分の母国語を教えるコース、またYDM教育

法と本を使用して、いつでも、どこでも、誰でも、短期間に初級会話ができるよ

うになります。

YDM現存ソフト一覧

〔A〕日本語教材

1.副教材（英語訳・ローマ字・解答）

2.絵教材

3.実物教材

〔B〕日本語教授法

1.教授法テキスト

2.教授法クラス用会話図

3. YDM教授法VIDEO

4. YDMシステム図式 (1~ 5) 

〔c〕マスターー式

1. 日本語 (1~ 7) :̀： ： ［二；］テキストの版下・フィルム・原画

2. 日本語 (1~ 7) 
英語 (1~ 4) 音源マスターテープ

中国語 (1~4) ］ 

11 



‘̀‘ 、ノエ

ここニニコ►
 し

講 座

販 促

直営学校

I声ーニ・―’

VIDEO 

CD-ROM 

本

臨翠萩浴：

ケーブルテレビ

民放・国営放送

講座番組を使っ

た出版物の販売

姿姿裟稼恣裟裟蜘：

既存の学校に

YDM方式の導入

，，．．．-=… ... 
ぇ•

企業等に対して

教師養成

講座開設
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郵
日
本
の
文
化
を
世
界
中
に
広
げ
た

三
い
。
微
力
な
が
ら
、
私
も
そ
れ
に
一

氾
種

役
買
い
た
い
1
ー
。
そ
ん
な
思
い
か

第［
 

？
、
ら
長
年
、
米
国
の
大
学
な
ど
で
日
本

ユ
語
を
教
え
て
き
た
。
帰
国
し
て
か
ら

、
も
、
外
国
人
留
学
生
な
ど
に
日
本
語

を
教
え
、
そ
し
て
三
年
前
に
日
本
語

3
 

／
教
育
専
門
の
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ

こ。f
 

f
 

r

こ
う
し
た
日
本
語
教
育
に
携
わ
る

y
 よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
、
三
つ

あ
っ
た
。

私
は
小
学
校
五
年
の
時
に
母
を
亡

『瓜 第 1es己号 (6) 

ョ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
で
は
間
に
合
わ
使
い
が
鮮
明
だ
が
、
日
本
の
色
使
い

ず
、
直
接
臼
本
語
を
日
本
語
で
教
え
は
ソ
フ
ト
な
雰
囲
気
の
色
合
い
を
か

て
い
合
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ソ
ッ
ド
“
も
し
だ
す
の
が
特
色
だ
ろ
ろ
。
文
法

に
よ
る
曰
本
語
教
育
が
必
要
に
な
っ
が
変
わ
れ
ば
、
絵
の
色
も
変
わ
る
し
、

て
き
た
。
そ
し
て
、
一
方
に
A
S
T
ま
た
絵
の
中
に
刷
り
込
ん
だ
記
号
を

P
方
式
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
教
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
と
の
よ
う

く
し
た
。
さ
び
し
い
思
い
で
少
女
時
（
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
）
を
紹
介
さ
た
。
授
法
は
私
た
ち
に
は
む
ず
か
し
過
ぎ
に
教
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
が
分
か

代
を
過
こ
し
た
の
だ
が
、
中
学
一
年
れ
た
。
先
生
に
手
紙
を
出
し
た
ら
、
そ
の
間
に
日
本
経
済
は
大
き
く
発
る
。
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

の
時
、
一
冊
の
本
に
出
会
っ
た
。
『
ぽ
「
ぜ
ひ
、
米
国
へ
い
合
し
ゃ
い
」
展
し
、
企
業
が
海
外
へ
積
臨
的
に
進
そ
こ
で
、
も
っ
と
や
さ
し
い
日
本
い
ま
日
本
は
経
済
大
国
と
な
り
、

く
ら
は
こ
め
ん
だ
』
と
い
ろ
本
で
、
と
返
事
が
き
て
、
い
ろ
い
ろ
迷
っ
た
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
語
教
育
法
を
と
模
索
し
た
結
果
、
生
さ
ま
さ
ま
な
物
を
輸
出
す
る
。
だ
が
、

第
二
次
大
戦
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
六
百
万
末
に
思
い
切
っ
て
渡
米
し
た
。
そ
し
本
企
業
が
進
出
す
る
と
、
そ
の
国
、
ま
れ
た
の
が
私
と
も
の
「
横
山
式
ダ
ほ
と
ん
ど
が
ハ
ー
ド
で
あ
り
、
一
番

人
の
虐
翠
の
と
き
に
家
族
、
友
人
、
て
、
先
生
に
出
会
え
た
。
さ
ま
さ
ま
そ
の
地
域
に
「
日
本
を
知
り
た
い
、
イ
レ
ク
ト
・
メ
ソ
ッ
ド
」
だ
。
テ
キ
大
切
な
は
ず
の
文
化
と
い
う
ソ
フ
ト

家

、

土

地

な

ど

す

が

輸

出

さ

れ

て

い

な
い
。
文
化
と
は

何
だ
ろ
う
。
歌
舞

伎
も
茶
道
も
華
道

且
昇
[
”
グ
ロ
ー
カ
ル
“
の
す
す
め

年
の
物
語
だ
っ

も
文
化
に
は
ち
が

進
出
企
業
人
が

H本
語

を

教

え

よ

ぃ

な

い

。

し

か

し

、

た
。
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
さ
び
し
く
も

悲

し

い

少

年

が

い

私

は

、

文

化

と

は

る
の
か
、
だ
っ
た
ら
こ
の
少
年
を
日
な
こ
と
が
学
べ
た
。
日
本
語
を
習
い
た
い
」
と
い
う
熱
が
ス
ト
は
“
見
て
、
聞
い
て
、
わ
か
る
“
言
菜
だ
と
思
う
。
言
莱
を
教
え
、

本
に
連
れ
て
き
て
、
日
本
の
言
葉
や
三
つ
自
は
、
そ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
必
ず
高
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
会
話
方
手
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
交
わ
し
合
う
こ
と
で
、
生
活
、
習
慣
、

文
化
、
歌
、
踊
り
、
そ
し
て
富
士
山
に
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
ス
パ
イ
蓑
に
対
し
、
以
前
は
英
語
躙
内
な
ら
英
に
、
＿
つ
の
会
話
に
必
ず
ー
つ
の
き
そ
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
哲
学
と
い

と
思
成
の
自
的
で
開
発
さ
れ
た
「
A
S
T
語
を
媒
体
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
く
れ
い
な
四
色
カ
ラ
ー
の
絵
を
配
し
て
っ
た
文
化
が
伝
わ
る
。
だ
か
ら
、
言

を
見
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
だ
、

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
国
際
交

P
方
式
」
と
い
う
日
本
語
と
ド
イ
ツ
”
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ソ
ッ
い
る
。
そ
の
絵
が
日
本
の
文
化
を
教
葉
の
輸
出
が
大
切
だ
と
思
う
。
日
本

流
へ
の
第
一
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
語
の
教
育
方
法
論
が
存
在
し
て
い
た

y
と
い
ろ
教
育
方
法
が
盛
ん
だ
っ
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
語
の
先
生
は
、
言
莱
と
文
化
の
坦
い

第
二
は
、
大
学
卒
業
後
の
こ
と
。
こ
と
だ
。
．
た
。
だ
が
、
今
や
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
た
と
え
ば
韓
国
あ
た
り
は
非
常
に
色
手
と
い
え
よ
う
。

日
本
語
を
一
年
間
教
え
た
M
さ
ん
に
そ
ん
な
三
つ
の
出
会
い
の
後
、
私
i
.
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「
あ
な
た
は
日
本
語
教
師
に
な
る
素
は
さ
っ
と
士
―
―
年
間
か
か
っ
て
自
分
―

睛
ら
し
い
索
質
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
な
り
の
日
本
語
教
授
法
を
開
発
す
る

也
界
で
も
第
一
人
者
の
雲
語
学
者
で
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
、
日
本
語

あ
る
エ
レ
ナ
・
ジ
ョ
ー
デ
ン
先
生
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
な
が
っ

9
-

•. 

,
 

r 

ビ
ジ
ネ

ヽ

言
葉
は
手
段

ー

マ

・
「
こ
の
方

昨

春

、

口

産

自

動

車

の

栃

木

工

場

＿

法

な

ら

五

十

歳

か

に
労
働
省
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
か
一
ら
始
め
て
も
大
丈

夫
」
と
新
製
品
に

ら
の
技
能
研
修
生
十
七
人
が
派
造
さ
―

れ

て

き

た

。

本

格

的

な

技

能

研

修

に

一

自

信

を

示

す

の

は
、
日
本
語
教
育

入
る
前
に
、
ま
ず
殿
初
に
一
ニ
カ
月
間
、
―

日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
た
。
日
本
語
一
セ
ン
タ
ー
社
長
の
横
山
信
子
さ
ん
。

を
教
え
た
の
は
エ
混
の
監
督
者
ク
ラ
三
年
前
に
独
自
の
日
本
語
教
授
法

ス
の
社
晨
の
方
々
で
、
四
十
代
、
五
一
「
横
山
さ
ん
の
日
本
語
」
を
開
発
し

一
日
産
自
動
車
、
パ
ス
コ
な
ど
で
企
業

十
代
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
人
と

一
内
日
本
語
教
師
を
育
成
し
て
き
た

ち
に
、
実
は
私
ど
も
が
八
時
間
だ
け
一

が
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
日
本
語
で
は

一
な
い
。

じ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

マ
・
「
顧
客
か
ら
の
『
わ
れ
ら
日

見
事
に
醤
生
た
ち
に
日
本
語
を
教
-

本
人
に
ぜ
竺
横
山
序
を
』
と
い

え
込
み
、
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
一

ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
一

叫
〗□V
(
3

つ
け
た
造
語
で
、
そ
の
意
味
は
海
外
う
要
望
で
」
こ
の
ほ
ど
第
一
弾
（
ニ

へ
進
出
し
た
日
本
企
業
が
そ
の
地
域
巻
）
を
出
版
し
た
の
は
遥
出
さ
ん

に
根
づ
き
、
現
地
化
す
る
よ
う
に
、
の
日
本
語
~
の
英
語
版
。
海
外
現
地

と
の
思
い
を
こ
め
た
も
の
だ
。
地
域
従
業
員
が
短
期
間
で
日
本
語
を
党
え

社
会
に
還
元
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
る
の
に
驚
い
た
企
業
人
か
ら
「
こ
れ

よ
り
良
い
現
地
化
が
可
能
な
わ
け
だ

9

の
英
語
版
が
あ
っ
た
ら
自
分
も
・
・
・
」

が
、
な
ら
ば
、
企
業
の
人
び
と
が
先
と
の
声
が
相
次
い
だ
と
か
。

．

生
に
な
っ
て
地
域
の
人
た
ち
に
日
本
▽
・
・
・
四
、
五
十
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

語
を
教
え
て
あ
げ
た
ら
ど
う
か
。
そ
ン
の
好
評
に
安
ど
し
な
が
ら
も
「
言

れ
が
、
グ
ロ
ー
カ
ル
の
す
す
め
で
あ
．
葉
は
文
化
で
あ
り
、
習
慣
で
あ
り
、

る
。
そ
こ
か
ら
有
形
無
形
の
貴
重
な
哲
学
で
あ
り
、
思
想
で
も
あ
る
」
と

力
説
、
し
ゃ
べ
れ
る
だ
け
の
英
語
で
i

何
か
が
生
ま
れ
て
く
る
。

は
な
く
「
世
界
に
通
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
道
具
の
一
っ

と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム

ー
に
仕
上
げ
た
い
」
と
さ
ら
に
意
欲
を

一
燃
や
す
。
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が
説
明
す
る
の
が
大
変
で
」
と
沿
雌

の
地
人
が
日
本
訥
ト
レ
ー
ナ
ー
を

凰
え
ら
れ
る
。
教
室
に
は
そ
の

鼻
エ
紺
第
一
製
迎
部
竺
紺
立

翠

ぃ

る

。

実
物
が
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
手
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ヵ
月
間
の
外
国
人
技
能
研
修
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企業の現場で好評

横山式日本語教授法

会
話
式
文
法
を
パ
タ
ー
ン
化

日
本
語
で
教
え
る
”
日
本
語
“

例
え
ば
米
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
時
に
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
だ

ろ
う
か
。
「
英
謳
の
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ

ン
グ
は
、
日
本
語
で
言
っ
と
お
早
う

で
す
」
と
。
あ
い
さ
つ
な
ど
は
比
較

的
一
般
化
し
て
お
り
、
教
え
る
の
に

苦
労
は
少
な
い
が
、
こ
み
い
っ
た
や

り
と
り
姦
え
る
場
合
、
日
本
語
の

セ
ン
ス
・
懲
査
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

他
方
で
英
語
に
つ
い
て
も
、
教
え
る

側
に
桓
当
の
実
力
と
才
能
が
要
求
さ

れ
る
。
こ
ー
つ
な
る
と
日
本
語
キ
外
国

の
人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
日
本

人
の
数
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か

し
そ
れ
で
は
、
ピ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に

国
際
化
が
急
テ
ン
ポ
で
進
む
中
で
、

需
要
の
高
ま
っ
て
い
る
日
本
語
教
育

に
は
役
立
た
な
い
と
い
う
問
題
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都

港
区
、
社
長
横
山
信
子
氏
、

0
三

函
）
二
四
六
七
）
が
行
う
ユ
ニ
ー

ク
な
横
山
式
教
授
法
ピ
ジ
ネ
ス
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
流
の
要
請
に

-
J

た
え
急
成
長
し
て
い
る
日
本
語
教

育
法
。
何
よ
り
特
徴
的
な
の
は
、
日

本
語
を
日
本
語
を
使
っ
て
教
え
る
こ
的
に
日
本
語
教
師
の
養
成
が
図
れ
る

と
が
で
き
る
点
だ
。
テ
キ
ス
ト
を
会
こ
と
圭
恵
味
し
、
メ
ー
カ
ー
の
海
外

甕
文
法
と
イ
ラ
ス
ト
で
パ
タ
ー
ン
エ
捲
翌
な
ど
に
桓
め
て
有
利
。

化
し
、
英
語
の
才
能
が
そ
れ
ほ
ど
な
日
本
人
が
海
外
に
出
て
行
く
ケ
ー

い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
主
婦
で
も
、
外
ス
も
あ
る
が
、
最
近
は
国
際
化
の
進

国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
展
で
外
国
人
が
日
本
に
来
る
ケ
ー
ス

き
る
。
こ
の
こ
と
は
短
期
間
・
集
中
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
に
、

い
ち
い
品
門
の
日
本
語
教
師
を
顆

ん
で
い
た
の
で
は
閲
に
合
わ
な
い

し
、
膨
大
な
費
用
も
か
か
る
が
、
横

山
式
な
ら
そ
の
点
を
ク
リ
ア
で
き
る

と
い
う
わ
け
だ
。

す
で
に
こ
の
教
授
法
で
日
産
自
動

車
や
パ
ス
コ
、
日
立
製
作
所
な
ど
に

醤
が
あ
る
ほ
か
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
や
教
育
機
関
か
ら
も
問
い
合

ゎ
甚
相
次
い
で
い
る
。
同
教
授
法

だ
と
日
本
語
を
日
本
語
で
教
え
る
こ

品
で
き
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
や

中
近
東
、
南
米
な
ど
英
話
圏
以
外
の

人
に
も
対
応
が
可
能
。
実
際
に
日
産

の
追
浜
H
場
や
厚
木
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、
東
南
ア
出
身
の
労
働

者
に
四
十
ー
五
十
歳
代
の
現
場
技
師

長
ク
ラ
ス
が
日
本
語
を
教
え
た
。

こ
れ
だ
と
言
葉
を
教
え
る
人
と
作

業
を
指
導
す
る
人
物
が
同
じ
な
の

で
、
は
る
か
に
仕
事
の
効
率
が
上
が

り
、
即
戦
力
と
し
て
の
ス
ピ
ー
ド
も

ア
ッ
プ
す
る
。
「
そ
れ
に
若
手
女
性

社
員
で
な
く
年
配
者
の
方
が
、
教
わ

る
側
も
納
得
し
や
す
い
」
と
、
現
場

サ
イ
ド
か
ら
好
意
的
な
反
応
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

a千IIた本紅肉 3/P/-

キシコ赴任のメ

社員が日本語伝授

日
産
追
浜
工
場

海
外
赴
任
し
な
n本
入
社
員
が
現

地
で
日
本
語
を
教
え
、
そ
の
日
本
語

喜
っ
け
左
塊
坦
の
青
年
た
ち
が

日
本
の
H
場
で
研
修
す
る
ー
。
日
産

自
動
早
追
浜
工
場
（
神
奈
山
畠
須

輝
市
）
で
は
、
現
地
工
場
で
働
く
人

材
を
受
れ
入
れ
、
研
修
さ
せ
て
い
る

が
、
メ
キ
シ
コ
な

2
苔
て
き
た
研

修
生
が
「
よ
く
日
本
語
を
話
す
の
で

び
っ
く
り
」
（
安
藤
誠
四
郎
追
浜
工

場
第
一
製
造
部
長
）
と
驚
い
た
り
、

喜
ん
だ
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
わ
た
し
の
名
前
は
ア
ン
ヘ
ル
で

す
。
組
み
立
て
と
現
場
管
理
の
勉
弦

を
し
て
い
ま
す
。
年
は
二
十
二
歳
で
、

結
婚
し
て
い
ま
す
」
、
「
わ
た
し
は

ホ
ル
ヘ
イ
と
い
い
ま
す
。
飛
行
機
で

十
五
時
閲
か
け
て
日
本
に
や
っ
て
き

来日研修生が生き生き

_＿
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ま
し
た
。
や
る
気
い
っ
ば
い
で
す
な
会
話
や
意
味
を
教
育
し
た
。
そ
の

/
．
」
。
研
修
生
は
八
人
。
一
」
の
二
人
＊
企
業
内
日
本
語
教
師
~
を
し
て
い

同
様
、
全
員
が
日
本
語
を
話
す
。
る
の
は
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
（
東

「
相
手
が
日
本
臨
を
し
ゃ
べ
れ
な
京
都
港
区
、
社
長
横
山
信
子
氏
）
。

い
こ
と
キ
前
提
に
対
処
し
て
き
た
の
同
社
の
横
山
社
長
は
「
現
地
に
根
差

で
、
驚
き
と
同
時
に
皆
、
親
近
惑
を
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
が
本
当
の
進

持
っ
た
よ
う
だ
」
と
安
藤
氏
。
日
本
出
で
あ
る
。
日
本
語
も
、
日
本
と
い

人
の
中
で
働
く
外
国
人
は
増
え
て
い
う
国
や
文
化
、
日
本
人
を
理
解
し
て

9
}

相
手
が
英
語
圏
の
人
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考
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日
本
の
経
済
環
境
の
変
化
は
、
急

激
な
日
本
の
海
外
進
出
を
促
し
、
「
日

本
の
国
際
化
」
と
も
「
産
業
の
空
詞

化
と
も
呼
ば
れ
る
大
き
な
問
題
を
、

私
ど
も
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
は
今
、
さ
ま
さ
ま
な
分
野
で

海外進出で必然的に
普及の仕方か大きな課題

多
く
の
人
々
が
そ
の
急
速
な
海
外
進

出
に
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
戸
惑
い
の
基
本
に
「
言
葉
」
と

「
文
化
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相

手
国
の
人
々
も
日
本
経
済
と
の
リ
ン

ク
が
一
雇
弾
ま
り
、
国
際
交
流
が
進

む
中
で
、
「
日
本
語
l

と
「
日
本
文

化
」
を
知
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
き
て／

 

い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
世

界
の
歴
史
を
見
るm[[[-―― 

て
軍
事
力
、
ま
た

は
政
治
勢
力
の
進

出
に
伴
っ
て
、
全

く
同
時
的
に
付
随
し
て
発
展
し
、
伝

播
し
た
も
の
は
、
「
言
葉
」
と
「
文

化
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
言
葉
の
国

際
化
と
い
う
も
の
も
同
様
に
、
政
治

勢
力
な
い
し
、
経
済
勢
力
の
伸
張
と

と
も
に
起
き
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
初

の
国
際
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
あ
っ

た
し
、
ロ
ー
マ
が
帝
政
期
に
な
っ
て

も
公
用
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
し
た
。

元
来
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
は
、
ア
ッ

チ
カ
の
方
言
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
が
だ
い
ぶ
変
化
し
て
簡
略
化
さ

れ
、
ロ
ー
マ
也
界
の
コ
イ
ネ
ー
（
共

通
）
ギ
リ
シ
ャ
語
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。近

代
に
お
い
て
は
、
大
英
帝
国
が

典
型
的
で
あ
り
ま
す
。
太
陽
は
沈
ま

な
い
と
い
う
あ
の
大
英
帝
国
は
、
軍

事
力
、
経
済
力
が
頭
大
で
あ
り
、
英

語
を
世
界
中
に
ば
ら
ま
き
ま
し
た

し
、
第
二
次
大
戦
裟
、
世
界
の
覇
権

を
引
き
つ
い
だ
米
国
の
言
語
も
英
語

で
あ
っ
た
た
め
、
「
国
際
語
と
し
て

の
英
語
」
は
、
世
界
で
一
番
普
及
し

た
言
葉
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
全

也
界
で
さ
ま
さ
ま
な
形
で
そ
れ
程
普

及
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

や
は
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
両

国
の
繁
栄
と
武
力
の
背
景
が
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
潟
合
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
言
葉
や
文
化

を
ま
ず
学
び
、
そ
れ
を
通
し
て
日
本

経
済
が
例
の
な
い
早
さ
で
世
界
に
大

置
進
出
し
た
今
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
宗
教
が
ギ

リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
圏
に
逆
流
し
て
き

て
、
そ
の
国
の
も
の
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
日
本
の
娼
合
、
日
本

に
お
け
る
醤
人
口
の
方
が
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
日
本
語
人
口
よ
り
は

る
か
に
多
い
の
で
、
日
本
が
ア
メ
リ

カ
の
影
響
を
迪
く
受
け
る
と
と
も

に
、
逆
に
英
語
に
よ
っ
て
日
本
文
化

が
ア
メ
リ
カ
に
逆
流
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
言
莱
そ
の
も
の
に
お
い
て

い
え
ば
、
醤
唇
―
―
分
の
ー
が
ギ
リ

シ
ャ
語
、
主
分
の
ー
が
ラ
テ
ン
語
、

シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
思
わ
さ
る
数
々

の
ト
ラ
プ
ル
と
の
遭
遇
も
余
睾
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
、
そ
の
意
味

で
日
本
語
を
「
国
際
用
語
」
の
一
っ

と
し
て
世
界
に
「
輸
出
」
す
べ
き
必

然
性
が
生
じ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
が
、
言
葉
が
広
ま
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
来
そ
の
国
が
持
っ
て
い
た
文

化
が
変
わ
っ
て
し
ま
ろ
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
い
い
例
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
で
す
。

元
来
、
ア
ラ
ム
語
圏
で
あ
っ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
が
ギ
リ
シ
ャ
語
化
す
る
こ

て影つてニンをのい さ き 語 然 と て三
い響日英ケが残は世う国り間理

，，なのの 員麟菱答団彦多馨亀’ た 1 語書めま
現＾がかにたらくの変い い分

ま力が語 1 必し全界の際まに由 象 共 ア な 英 現 に 変 場 化 う るの
すが近と シ 要 な く が が コ す 共 で と通ツけ語在変化合すもと一
°そい並 ヨ な が ち ー 必 ミ ゜ 通 接 <1 > 同.....,.チれにも化しもるのいが

菟廷腐令る怠合校足翌二ら盆繁 誠宕窃淫晉襲呂を云おしさお苔
、必、日ーすミまななケ揚が始る人なお すあに象シ方らや機づ‘文で国るソ

肝然日本つ。ュするっ 1 合増め時類か互国 もがヤ言ずす械け英'--あ際ょン
い 際

゜る
心 的本語のこ二が方てシにえよ点のっ と 起 今 語 か 、 い に て 語 の つ 化う語

留醤厖裟羹習午シ塁塁:直色全で甚竺編皆 い 5亘届合汀呆合盆届9て店迄弯
本求済にとミシ裸いす ‘、際と両何がつ鰊は え つ 本 わ イ シ 語 る す 入 で 日 ば言で語人し的立し ユ ヨ 性 う ゜ と 、 、 し こ者かあのが‘ ま つ 語 っ ネ ヤ を た ° で 大 本 当 葉き

が
そ
の
流
れ
に
乗
る
か
ど
う
か
が
非

常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
同
じ

に
、
日
本
語
が
何
を
通
じ
て
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
世
界
に
普
及
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
世
界
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と

し
て
の
日
本
語
の
普
及
の
仕
方
が
、

今
の
日
本
に
諜
せ
ら
れ
て
い
る
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

筆
者
略
歴
11成
城
大
英
文
科
を
卒

棠
後
、
昭
和
四
十
八
年
に
米
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
言
語

学
部
へ
日
本
語
諏
師
と
し
て
赴
任
。

帰
国
後
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
日

本
語
講
師
、
イ
ン
タ
ー
カ
ル
ト
日
本

語
学
校
主
任
教
師
、
青
山
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
学
校
校
艮
を

草
、
昭
和
六
士
―
―
年
に
日
本
語
教

育
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
現
在
に
至
る
。 イラスト・西岡 リき
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現
在
の
日
本
は
、
他
人
の
国
の
言

語
で
国
際
対
応
を
し
な
け
れ
ば
い
け

文化の優秀さか条件
外国人に H本紹介してもらう

な
い
と
い
う
需
史
始
ま
っ
て
い
ら
い

の
大
国
で
す
。
ロ
ー
マ
は
自
分
の
国

の
言
莱
で
や
れ
た
し
、
大
英
帝
国
は

英
語
、
中
国
は
中
国
語
、
ア
ラ
ビ
ア

は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
や
れ
た
。
日
本
だ

け
が
と
こ
か
よ
そ
の
国
の
言
葉
を
使

わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
こ
れ
こ
そ

経
済
大
国
日
本
の
、
日
本
人
が
心
配

し
な
く
て
は
い
け

[
-

な
い
問
題
の
一
っ

で
あ
る
と
い
え
ま

す。
英
語
は
英
国
の

民
族
語
で
あ
る
と

同
時
に
、
国
際
語

に
も
な
れ
た
よ
う

．

に
、
日
本
語
を
日
本
民
族
の
私
的
所

有
物
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

世
界
中
の
共
通
財
産
と
し
て
の
国
際

語
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
が
来
た
と
い
え
ま
す
。

が
、
日
本
語
が
国
際
語
に
な
る
た
め

の
基
本
的
湮
質
に
つ
い
て
、
地
の
国

の
文
化
よ
り
も
憂
れ
て
い
る
と
み
な

さ
れ
る
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

麿
史
を
見
れ
ば
ロ
ー
マ
は
、
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
部
族
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的

に
優
れ
て
い
た
の
で
ラ
テ
ン
語
が
普

及
し
ま
し
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
世
界

を
占
領
し
た
と
き
、
ロ
ー
マ
の
文
化

ほ
ギ
リ
シ
ャ
の
文
化
に
劣
っ
て
い
た

た
め
に
、
東
方
に
は
普
及
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
ゴ
ー
ト
人
は
四
世
紀
、
南
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
占
領
し
ま
し
た
が
、

ラ
テ
ン
語
が
高
度
の
文
化
を
代
表
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
共
通
語
と
し

て
の
地
位
を
保
ち
続
け
ま
し
た
。
文

化
に
高
低
の
差
が
な
い
と
き
は
、
ス

イ
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ

ツ
語
の
よ
う
に
二
つ
の
言
語
が
国
際

語
に
な
る
か
否
か
に
関
し
て
、
文
化

が
大
き
な
役
割
を
疸
っ
て
い
る
こ
と

ほ
、
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

言
葉
の
憂
位
性
は
文
化
全
般
で
な
く

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の

法
律
制
度
、
政
治
的
制
度
は
、
イ
ン

ド
の
も
の
よ
り
優
れ
て
い
た
た
め
英

語
は
現
在
も
法
律
と
政
活
の
分
野
に

お
い
て
残
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ド
イ

ツ
語
は
学
術
用
語
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
語
は
外
交
用
語
と
し
て
全
世
界
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
語
が
国
際
語
に
な
る
た
め
に

は
、
世
界
中
の
人
が
日
本
語
を
受
け

入
れ
る
前
に
、
ま
ず
、
日
本
語
が
優

れ
た
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を

．．．． 
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知
り
、
世
界
の
人
々
に
日
本
の
文
化

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年
、
海
外
で
の
日
本
語
学

置
は
増
加
の
一
途
を
た
肖
り
、
そ

の
数
は
七
十
力
国
で
五
百
万
人
に
も

の
ほ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
外

か
ら
の
留
学
生
も
こ
の
十
年
間
で
＿
―
―

F以
上
に
も
増
え
、
お
よ
そ
五
百
万

人
が
日
本
語
を
習
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
人
々
は
皆
日
本
の
自
然
の
美
し

さ
、
伝
統
H
芸
の
す
ば
ら
し
さ
に
加

え
て
、
澱
近
の
日
本
の
技
術
的
、
経

済
的
な
力
を
通
し
て
日
本
を
知
り
た

ぃ
土
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
第
二

次
大
戦
の
廃
墟
の
中
か
ら
今
日
の
日

本
を
築
き
あ
げ
た
そ
の
原
動
R
”
日

本
与
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
。ア

メ
リ
カ
な
ど
で
今
、
日
本
学
者

と
称
さ
れ
る
人
た
ち
は
、
ド
ナ
ル
ド

キ
ー
ン
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
と
の
人

が
、
第
二
次
大
専
の
璽
日
本
語

学
校
で
日
本
語
を
学
ん
だ
人
た
ち
で

あ
り
、
こ
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
日
本

n-駆
凱
ー
。
闊
[

き
る
人
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
は
、
日
本
人

冠
外
国
語
を
覚
え
て
、
そ
の
国
の
人

々
に
日
苓
化
を
界
す
る
と
い
う

こ
中
よ
り
も
は
る
か
に
効
率
的
で
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
と
言
葉
と
の
出
合
い
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
幼
稚
回
で
学
ん
だ
新
約
聖

嘗
の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
第
一
章
の
“
太

初
に
言
あ
り
、
言
は
神
と
偕
に
あ
り

言
は
神
な
り
戸
の
一
節
で
あ
り
、

あ
の
十
戒
の
映
画
で
の
蘊
]
"
が
火

の
玉
と
な
っ
て
モ
ー
ゼ
に
語
っ
て
い

る
の
を
み
た
と
き
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
小
学
校
五
年
生
の
と
き
、
謀

外
活
動
で
英
語
を
習
っ
た
と
き
、
ク

ラ
ス
で
は
一
切
、
日
本
語
は
使
わ
せ

ず
、
こ
れ
が
醤
を
英
語
で
習
っ
た

直
接
滋
の
教
授
法
と
の
出
合
い
で
も

あ
り
ま
し
た
。
言
葉
を
通
し
て
そ
の

人
の
思
い
、
気
持
ち
、
考
え
、
哲
学
、

人
生
、
文
化
す
べ
て
が
わ
か
っ
て
い

く
。
こ
の
不
宗
繭
な
こ
と
ば
。
異
文

化
の
人
々
を
わ
か
り
あ
え
る
言
葉
に

ひ
か
れ
、
と
り
こ
に
さ
れ
て
、
言
葉

の
伝
達
者
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
き

っ
か
け
は
中
学
一
年
の
春
の
こ
と
で

し
た
。

イラスト・西岡 リき
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株
式
会
社
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

の
設
立
は
、
一
九
八
八
年
二
月
で
し

た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
三
人

の
人
と
の
大
切
な
出
会
い
が
あ
り
ま
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し
た
。ま

ず
第
一
に
、
私
は
小
学
校
五
年

の
時
に
母
を
が
ん
で
な
く
し
ま
し

た
。
生
あ
る
も
の
愛
す
る
者
が
、
自

の
前
で
刻
一
刻
と
死
ん
で
い
く
姿
は

子
供
心
に
頭
烈
な
印
象
と
死
に
対
す

ゑ
憎
悪
を
強
く
植
え
つ
け
ま
し
た
。

続
い
て
中
学
一
年
の
時
、
親
友
が

白
血
病
で
亡
く
な事

〗
豆
―

者
だ
“
“
生
と
は

何
ぞ
や
9.“

と、

突
然
お
そ
っ
た
死
に
対
し
て
私
は
毎

日
慟
哭
の
日
々
を
す
こ
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
こ
の
世
に
生
ま
れ

て
生
き
る
自
的
は
何
な
の
か
、
な
ぜ

死
が
あ
る
の
か
と
、
全
く
哲
学
の
世

界
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
で

す
。
そ
ん
な
と
き
、
学
校
の
図
書
館

で
＂
僕
ら
は
こ
め
ん
だ
“
と
い
ろ
本

を
見
つ
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
第
二
次
大
戦
の
と
き
、
六

百
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
虐
殺
さ
れ
、

家
族
も
友
人
も
土
地
も
国
家
も
す
べ

て
失
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
少
年
の
悲

し
い
物
語
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

世
界
中
で
一
番
惨
め
な
少
女
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
少
年
と
の

出
会
い
が
、
と
う
し
て
世
の
中
に
こ

ん
な
ひ
と
い
惨
め
で
か
わ
い
そ
う
な

少
年
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、

人
間
は
こ
ん
な
ひ
と
い
こ
と
を
す
る

の
か
、
人
間
が
す
る
非
情
な
ま
で
の

残
虐
な
業
に
、
「
そ
う
だ
世
界
で
一

番
か
わ
い
そ
う
な
こ
の
少
年
を
助
け

て
あ
げ
た
い
J

と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
少
年
を
日
本
に
つ
れ
て
き
て

あ
げ
た
い
、
私
の
故
郷
の
富
士
山
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
。
日
本
の
食
べ
物

を
食
べ
さ
せ
た
い
。
い
や
、
日
本
の

歌
や
お
と
り
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。

言
だ
日
本
語
も
教
え
た
い
と
い
ろ

臭
合
い
に
考
え
方
が
進
ん
だ
の
で

す
。
こ
の
本
色
の
少
年
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
、
”
葬
の
と
り
こ
か

ら
救
わ
れ
、
国
際
交
流
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
日
か
ら
、
私
は
お
花
や
お
茶
、

お
琴
な
ど
文
化
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
粗
理
や
ヘ
プ
ル
語
も
習
い

は
じ
め
ま
し
た
。
少
年
に
は
日
本
語

を
教
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
私

は
ヘ
プ
ル
語
が
詰
せ
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
日
本
語
を
日
本
語
で
教
え
る

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か

毎
日
々
々
ひ
と
り
で
、
練
習
し
て
い

ま
し
た
。

第
二
に
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、

マ
ー
ク
・
ソ
ー
プ
さ
ん
と
い
う
方
に

日
本
語
を
一
年
間
教
え
る
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
は
、

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
卒
業
生
で
私
の
日

本
語
の
教
え
方
を
見
て
い
て
、
「
横

山
さ
ん
、
あ
な
た
は
非
常
に
い
い
日

本
語
の
先
生
に
な
る
素
質
が
あ
り
ま

す
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
エ
レ
ナ
ー
ジ

ョ
ー
デ
ン
先
生
に
紹
介
し
ま
し
ょ

う
j

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
教
授
に
手

栖
を
出
し
ま
す
と
、
「
お
会
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
い
ら
し
て

味先 か，，ンでナは ただ行 ン - - ~ シ - - - - - ← ジ ー メ--,航すい私れせてり 下
で生 にア先す 1 世第゜不機 ク リ行費べのは‘んくま旅さ
‘におイ生゜ジ界三安がー カこはて時あ絶でだせ費い
そなう・にコヨ第は 、離つ しころ何貯かの体しさんは'--
のるジキお l l -、 芙臨で く3> 出-と金らユ絶たるで自と
埠素とヤ会ネデと日 し家 発とかし頂ダ命°とし 分 い
で質いンい）レンい本葛たを す 決 な て く ヤ で 家 い たでう
すがわ・す大先わ語 と出指約うら証てとのる心りおおのし族うし出こ
ぐあれスる学生れの 涙

が
きたに指オもの<‘娘時しまいこ少たに保‘さと

コる‘メとでとて言 はのは輪パらたれ母で‘ましたづ年°も証確 な で
1 と私）レ‘ジのい語 流、でめを 1 つめるが 私したのかとし大も実 け し
ネい が

、、教

ルう い 授 1 会
ヨ出る学 れたす ‘盗 ）レ たに と私 あし また かで いの か反 あにれた

大意い祠速デい
工者 まだ゜卜んのと父いとる横゜ら‘は出し対り雇ば゜
レで した飛ラで婚いかうい証山ア‘渡‘会‘さまつ な

学
の
常
任
日
本
語
講
師
と
し
て
採
用

し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

醤
は
、
杏
に
不
思
議
な
方
で

す
。
私
の
も
っ
て
い
る
す
べ
て
の
も

の
を
す
て
て
、
両
手
を
広
げ
た
巨
回

も
な
く
な
っ
た
私
に
、
世
界
第
一
の

言
語
学
者
エ
レ
ナ
ー
ジ
ョ
ー
デ
ン
先

生
と
の
出
会
い
を
右
手
に
与
え
て
く

れ
ま
し
た
し
、
何
も
知
ら
な
い
で
来

た
こ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
こ
そ
ア
メ
リ

カ
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
一
っ
で
あ

り
、
か
つ
第
二
次
大
戦
の
時
に
、
米

国
陸
軍
日
本
語
学
校
で
使
わ
れ
て
い

た

A
.
s
.
T
.
p方
式
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
方
法
論
を
左
手
に

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ

を
両
手
に
握
り
し
め
、
私
は
日
本
語

督
と
し
て
の
ブ
ロ
の
道
を
歩
き
は

じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

イラスト・西岡 リき
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私
が
は
じ
め
て
英
語
を
学
ん
だ
の

は
、
小
学
校
五
年
の
言
の
謀
裔

動
の
時
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本

語
は
一
切
使
わ
ず
英
語
を
英
語
で
勉

眸
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
9

ま
た
、
〈
プ

13年間、 研究の未に
教授法を開発、 本も出す

ラ
イ
語
も
ヘ
プ
ラ
イ
語
だ
け
で
勉
強

す
る
直
接
法
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ソ
ッ

ド
）
で
し
た
。
し
か
し
、
教
授
法
の

腟
史
を
見
ま
す
と
、
一
番
は
じ
め
は

間
接
法
（
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
メ

ソ
ッ
ド
）
で
し
た
。
こ
れ
は
、
英
語

を
勉
強
す
る
と
き
に
ま
ず
日
本
語
で

詳
し
く
文
法
を
説
明
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
英
語
の
練
習
を
す
る
方
法

で
す
。
十
九
世
紀

[
 

に
入
っ
て
は
、
直[い[[;

た。
さ
ら
に
、
第
二

次
大
戦
の
と
き
、

A
.
S
.
T
.
p

方
法
（
ア
ー
ミ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ

ズ
ド
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
時
下
の
も
と
大
景
に
、
し
か
も
至

急
ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
の
ス
パ
イ
を

養
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

米
国
陸
軍
日
本
語
学
校
が
開
発
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
言
語
宅
吉
が
作

成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
米
国

人
が
英
語
で
文
法
説
明
を
行
い
、
日

本
人
が
口
頭
練
習
を
担
当
し
た
も
の

で
す
。
こ
の

A
.
s
.
T
.
P方
滋

が
戦
後
臼
本
で
は
、
長
沼
日
本
語
学

校
に
落
ち
、
ア
メ
リ
カ
で
は
コ
ー
ネ

ル
大
学
に
落
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
私

は
知
ら
ず
し
て
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

地
で
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
に
加
え

ら
れ
、
教
授
法
の
開
発
と
『
横
山

~
J

ん
の
日
本
語
』
と
い
う
本
を
つ
く
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
の

日
本
語
教
育
に
は
二
つ
の
問
題
点
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
第
一
に
教
科

畜
は
、
エ
レ
ナ
ジ
ョ
ー
デ
ン
先
生
が

お
か
き
に
な
っ
た
ビ
ギ
ニ
ン
グ
・
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
①
、
パ
ー
ト

②
で
し
た
が
、
日
本
語
を
教
え
る
場

合
、
日
本
語
教
師
は
、
英
語
の
文
法

を
す
べ
て
理
解
し
た
上
で
そ
の
日
の

練
習
す
べ
き
文
法
の
ド
リ
ル
を
準
備

す
る
た
め
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
ま
た
教
材
準
繭
に
も
限
り

な
く
時
間
が
必
要
で
し
た
。

第
二
に
、
戦
時
中
、
ア
メ
リ
カ
の

5
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"＂” 

G
.
H
ら
（
総
司
令
部
）
に
日
本

嬰
ロ
ー
マ
字
に
す
る
よ
う
に
と
い

ぅ
ロ
ー
マ
字
普
及
論
が
あ
っ
た
よ
う

に
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
副
教
材
と
し
て

使
わ
れ
た
本
は
す
べ
て
、
カ
タ
カ
ナ

で
か
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
そ

れ
を
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漠

宇
の
正
し
い
日
本
語
に
書
き
直
し
て

学
生
に
渡
し
ま
し
た
。
輝
鋼
の
た
め

毎
旦
一
、
―
―
一
時
間
し
か
ね
む
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
「
臼
本
語
を
教
え
る
の

に
、
こ
れ
だ
け
準
備
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
」
先
生
に
も
、
学
生
に

も
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
本
と
教

授
法
が
必
要
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
以
前
、
ア
ジ
ア
と

い
う
と
中
国
で
し
た
か
ら
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
学
生
は
非

常
に
多
く
、
中
国
語
を
勉
強
し
て
は

必
ず
中
国
に
渡
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
学
生
は
、
仕
事
も
見
つ
け
ら
れ

ず
、
何
も
す
る
こ
と
も
な
く
母
国
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

日
本
江
済
の
発
展
と
と
も
に
日
本
語

を
勉
強
し
て
日
本
に
行
こ
う
と
す
る

学
生
が
急
激
に
増
え
て
き
た
の
で

す
。
直
感
的
に
世
界
中
で
日
本
語
の

ブ
ー
ム
が
起
こ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
界
中
で
日
本
語
を
教

え
る
時
が
き
た
ら
言
語
学
者
の
か
い

た
本
で
準
備
し
、
教
え
る
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
日
本
人
な
ら
頭
の
中

に
日
本
語
と
い
ろ
コ
ン
ピ
ュ
・
タ
ー

を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
誰
で
も
教

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
日
本
人

の
そ
れ
も
日
本
語
の
教
師
が
つ
く
っ

た
本
と
教
材
、
教
授
法
が
あ
っ
た
ら

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
“
だ
れ
が
“
”
い
つ
“
”
ど

こ
で
“
っ
く
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に

して・・・・・・°

＞

世

界

の

歴

史

を

見
る
時
、
臼
本
語

4
 

＜
 

プ
ー
ム
は
さ
け
る

l
 

f
 ?、汀

"tco田

点
が
つ
く
ろ
う
々
。
日
本
の
女

性
の
た
だ
の
日
本
語
の
講
師
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
体
験
的
に
、
実

験
的
に
教
え
つ
づ
け
れ
ば
で
き
な
い

は
ず
は
な
い
、
い
や
必
ず
で
き
る
は

ず
だ
。
単
純
に
自
分
で
そ
う
思
っ
た

程
、
い
や
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か

っ
た
穏
日
本
語
教
育
に
必
要
な
本
、

教
材
は
皆
無
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、

教
授
法
を
教
え
ら
れ
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

“
つ
く
る
＂
と
心
に
決
め
て
か
ら
、

私
は
毎
日
の
ク
ラ
ス
の
準
備
の
他
に

直
接
的
・
問
接
的
に
ク
ラ
ス
の
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
録
し
て
、
フ
ァ

イ
ル
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
士
―
一
年
問
、
世
界
中
を

た
っ
た
一
人
で
リ
サ
ー
チ
し
、
で
き

あ
が
っ
た
も
の
が
、
横
山
式
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ソ
ッ
ド
と
い
ろ
ツ
リ
ー
方
式

（
ソ
フ
ト
）
と
『
横
山
さ
ん
の
日
本

語
の
本
』
全
七
巻
と
テ
ー
プ
（
ハ
ー

ド
）
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
異
な

る
国
の
人
が
日
本
語
を
同
時
に
学
べ

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ブ
ロ

の
日
本
語
教
師
で
な
J

て
も
媒
介
語

を
使
わ
ず
に
日
本
語
を
日
本
語
で
教

え
ら
れ
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

イラスト•西岡 りき
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コ
ー
ネ
ル
大
学
で
は
、
大
学
で
の

日
本
語
教
育
と
F
A
L
C
O
Nと
呼

ば
れ
て
い
る
集
中
コ
ー
ス
で
日
本
語

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
ア
メ
リ
カ
在
住
の
時
、
英
語
を
勉

弾
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し

米国では英語使わず
国内外で二種類のリサーチ
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た
。
し
か
し
ー
つ
の
言
語
が
成
長
す

れ
ば
、
も
う
ー
つ
の
言
語
は
衷
退
す

る
こ
と
を
知
り
、
誰
も
し
な
か
っ
た

実
践
的
日
本
語
教
授
送
の
確
立
が
ア

メ
リ
カ
で
の
私
に
諜
せ
ら
れ
た
唯
一

の
仕
事
だ
と
信
じ
、
決
し
て
英
語
を

使
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

世
界
中
で
日
本
語
だ
け
で
教
え
ら

れ
る
本
と
教
授
法
を
作
る
に
は
、
日

本
語
を
話
し
、
日

句

本
語
で
イ
メ
ー
ジ

し
、
日
本
語
で
組

み
立
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、

こ
の
小
さ
な
決
心

が
ど
う
し
て
も
必

要
だ
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の
日
本
語
教

育
が
絡
わ
る
と
、
私
は
、
ま
っ
す
ぐ

日
本
に
帰
り
ま
し
た
。
教
授
法
を
確

立
す
る
に
は
日
本
で
リ
サ
ー
チ
が
必

要
で
す
し
、
自
的
は
、
本
を
書
く
こ

と
で
は
な
J
、
や
が
て
起
こ
る
経
済

大
国
日
本
が
全
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
U
し
て
、
日
本

語
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
知
り
、
そ

れ
を
助
け
る
た
め
の
本
の
出
版
で
あ

り
、
文
化
の
伝
達
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
で
リ
サ
ー
チ
す
る
こ

と
に
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た。
あ
く
ま
で
も
、
日
本
の
女
性
が
、

全
世
界
で
リ
サ
ー
チ
し
た
も
の
を
、

日
本
か
ら
全
世
界
に
伝
達
す
る
こ
と

が
自
的
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は

国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
で
日
本
語
を

教
え
る
か
た
わ
ら
、
民
間
の
日
本
語

学
校
で
教
授
法
を
教
え
ま
し
た
。
リ

サ
ー
チ
は
日
本
国
内
外
で
二
種
類
必

翫
践
酌
鵬
藝
顧
[
-
ー
敵
蒙
眠
―
―
―
―
―

で
十
分
で
し
た
。
こ
の
娼
合
、
本
は

醤
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
先
生
も

英
語
の
で
き
る
日
本
語
の
先
生
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の

経
済
の
急
激
な
成
長
は
企
業
が
海
外

進
出
す
る
と
と
も
に
、
英
語
薗
外
の

韓
国
、
台
湾
、
ピ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど

で
も
日
本
語
教
育
が
必
要
と
さ
れ
、

韓
国
語
で
書
か
れ
た
日
本
語
の
本
と

韓
国
語
で
文
法
説
明
が
で
き
る
日
本

語
の
先
生
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
具

合
に
、
こ
の
経
済
の
発
展
と
と
も
に

起
こ
っ
た
日
本
語
プ
ー
ム
は
、
今
ま

要

と

さ

れ

ま

し

た

。

で

の

日

本

語

教

育

の

あ

り

方

で

は

磯

す
な
わ
ち
、
外
国
人
に
日
本
語
を
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り

教
え
る
日
本
語
教
育
と
日
本
人
に
日
か
、
そ
の
需
要
に
全
く
間
に
合
わ
な

本
語
の
教
え
方
を
教
え
る
教
授
法
の
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

教
育
で
し
た
。
こ
れ
が
両
輪
と
な
っ
私
の
憲
識
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
初
め
て
全
世
界
で
日
本
人
な
ら
誰
た
教
授
法
と
文
法
、
教
材
の
三
位
一

で
も
教
え
ら
れ
る
教
授
法
が
確
立
さ
体
で
あ
る
日
本
語
の
本
は
、
こ
の
よ

れ

る

の

で

す

。

ろ

な

状

況

の

中

で

も

、

い

つ

で

も

、

こ
こ
で
も
う
一
度
日
本
語
教
育
に
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
教
え
ら
れ
る

つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
。
十
も
の
で
あ
り
、
ま
た
学
習
す
る
者
も
、

年
ぐ
ら
い
前
で
す
と
、
英
語
暉
内
の
い
つ
で
も
、
と
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

方
々
だ
け
が
日
本
語
を
必
要
と
し
て
学
べ
る
も
の
と
い
ろ
の
が
必
要
第
一

い
た
罠
上
、
英
語
で
文
法
を
説
明
条
件
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
イ
タ

し
て
、
日
本
語
を
練
習
す
る
間
接
法
リ
ア
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
フ
ラ
ン
ス

持決ず のリ にへもで三要とメ疇疇芦ミ堕参Z疇疇 ジらいこも中 り全本葉つ人
ちめ‘たサ 私 職 と い 働 力 で い リ ． すせととののわまく語をた‘
で まー め 1 のを優きい所はう カ ・ るるいは‘人かせ新だ媒日タ
しし週のチ場変秀まてかあキの ' 

く5> こ何ぅ、そがりんしけ体本イ
たた間貯が合えなせーけりヤコ と か の た し 見 や で い で語語人
か°の金必、て先ん力もまリ l かをでだててすし教教と教が
ら洋食も要ーい生で月ちせアネ ら自は単‘呵くた疫え せ育一
ー服事 しで年き方しのでんな）レ全と余 た る歩 す始 分な に本 し‘ ゜法 らずは緒
枚は代なしにまがた給‘でど大くいのし°こず゜ま自＜文を意単 でれ、、の
百友は くた二し生°料朝し日学貧ろ日か とつあっ身 ．‘を書識純 なる日｛也ク
円人五てか回たき次はかた本でしも本し に書せたで見 ーくをに け直本のラ
でが千はら外°るか十らかで教くの語‘ しきらもイて胃とも‘ れ接語国ス
＂衣円 な‘国 た ら 万 晩 ら はえ‘しま教十 ま続ずのメわばいて世 ば法をのに
ヽ裳と らその め次円ま‘重たア‘育年 しけーで 1 かようる界 なの日言な

ま
し
た
。
貧
し
さ
の
故
に
、
何
度
英

語
を
教
え
よ
う
、
英
語
を
仕
事
に
し

よ
う
と
思
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
日
の
栄
華
で
は
な
く
永
逮
に

残
る
も
の
を
す
る
の
だ
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、
「
事
が
成
り
ま
す
よ
ろ

に
」
と
父
に
、
母
に
、
神
に
祈
る
毎

日
で
し
た
。

苦
し
い
年
月
、
た
だ
ひ
た
す
ら
日

本
語
教
育
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
子
女
の
と
き
出
会
っ
た
少
年

と
の
約
束
を
実
現
し
た
か
っ
た
こ
と

と
同
時
に
、
一
少
年
に
日
本
を
紹
介

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
い
つ
し

か
日
本
を
全
世
界
の
人
々
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
熱
い
思
い
に
か
き
た
て

ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
士
―
一
年
間
の
リ
サ
ー

チ
の
結
果
、
や
っ
と
「
で
き
る
」
、

「
で
き
た
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
突
然

襲
っ
た
不
幸
が
一
瞬
に
し
て
私
を
奈

落
の
ど
ん
底
に
つ
き
お
と
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

イラスト・西岡 リき
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昭
和
五
十
八
年
二
月
の
金
曜
日
の

夕
方
、
突
然
襲
っ
た
プ
ロ
パ
ン
爆
発

に
よ
る
火
事
は
、
私
の
住
ん
で
い
た

再出発へのき

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
全
く
別

の
世
界
に
来
た
よ
う
で
し
た
。
殿
後

に
死
海
で
涼
ぎ
、
そ
の
近
く
に
あ
る

マ
サ
ダ
と
い
ろ
沙
漠
の
中
に
あ
る
山

に
査
り
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
時

代
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
奴
隷
に
な
る
よ
り

も
死
を
追
ぶ
と
い
っ
て
自
害
し
た
と

い
う
褐
所
に
座
っ
た
時
、
私
の
右
手

が
石
灰
の
よ
う
な
小
石
を
掘
り
し
め

て
い
ま
し
た
。

四
千
年
前
の
石
は
、
主
百
六
十
度

見
渡
す
限
り
沙
漠
の
中
で
、
何
百
と

つかけ
H本語教育の会社設立

所
を
全
焼
し
、
無
一
物
同
然
と
な
っ

て
焼
け
出
さ
れ
た
私
は
、
生
き
る
屍

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
い
間

リ
サ
ー
チ
し
た
研
究
資
料
は
も
ち
ろ

ん
、
本
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
以

上
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
何
を
な

す
べ
き
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
母
の
死
後
、
”
生
か

死
か
“
と
哲
学
の〗

"
戸
―
益

世
界
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
の
よ

う
で
し
た
。

こ
の
火
事
が
な

よ
と
教
え
て
い
る

の
か
。
自
分
で
自
分
に
納
毎
で
き
る

回
答
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
前
進
す

る
意
味
も
、
ま
た
憲
義
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、

威
点
に
か
え
ろ
ろ
“
と
私
は
故
郷

御
殿
埠
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
見

た
富
士
山
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
雄
大
に
し
て
日
本
一
の
芙
し

さ
を
誇
っ
て
い
る
富
士
は
、
何
も
変

わ
ら
な
い
碑
さ
、
芸
し
さ
、
や
さ
し

さ
で
し
た
。
富
士
を
見
上
げ
望
む
と

き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
少
年
に
会
い
た

く
な
り
ま
し
た
。
あ
の
少
年
と
の
出

会
い
を
通
し
て
今
の
自
分
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
あ
の
少
年
の
国
の
イ
ス
ラ

エ
ル
に
行
け
ば
何
か
得
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
の
思
い
で
一
人
旅
に
出

ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
都
エ
ル
サ
レ
ム

は
、
包
年
も
前
の
姿
そ
の
ま
ま
に

い
う
人
が
死
ん
で
い
っ
た
そ
の
血
を

吸
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
千
年

も
の
間
、
何
も
変
わ
ら
ず
、
長
い
犀

史
の
中
に
い
た
そ
の
石
に
ふ
れ
た
瞬

間
私
は
真
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
”
そ
う
だ
、
私
は
何
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
す
べ
て
が
な
く
な
っ

て
も
私
は
生
き
て
い
る
。
私
の
頭
の

中
に
教
授
法
の
体
系
は
確
立
さ
れ
て

い
る
の
だ
“
゜
＋
戒
の
と
き
の
モ
ー

ゼ
に
現
れ
た
火
の
玉
の
神
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
火
は
戒
め
だ
っ
た
。
自

分
が
で
き
る
と
自
負
し
て
い
た
自
分

で
な
く
、
す
べ
て
を
す
て
て
純
に
し

て
正
し
い
も
の
を
つ
く
ら
せ
る
た
め

に
、
形
あ
る
も
の
を
す
て
、
す
べ
て

の
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
も
の
へ
と

戒
め
る
た
め
の
火
で
あ
っ
た
の
で

す
。
熱
い
涙
が
止
め
と
も
な
く
頬
を

ぬ
ら
し
、
遠
く
あ
の
マ
サ
ダ
の
上
で
、

最
後
ま
で
事
を
成
す
力
と
勇
気
と

精
神
力
を
下
さ
る
よ
う
に
“
祈
る
と

共
に
、
生
涯
こ
の
道
を
全
う
し
ま
す

仁
誓
っ
た
の
で
す
。

ド
イ
ツ
語
で
は
、
職
業
の
こ
と
を

「
ベ
ル
ー
フ
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
「
神
の
召
命
J

と
い
う
窓
味
で

も
あ
り
ま
す
。
職
業
を
通
し
て
自
分

の
天
命
を
知
り
、
使
命
を
は
た
し
て

い
き
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
す

べ
て
を
う
ば
っ
た
火
事
は
、
す
べ
て

の
も
の
を
与
え
て
私
を
活
か
し
て
く

れ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
の
私
は
、
我
も
な
く
也

も
な
く
、
た
だ
無
我
夢
中
で
し
た
。

時
は
ま
さ
に
熟
し
、
政
府
も
企
業
も

個
人
も
、
日
本
語

を
広
く
世
界
の
人

々
に
分
か
り
や
す

＞

く

教

え

る

こ

と

の

必
要
性
を
感
じ
て

6
 

＜
 

い
ま
し
た
。

m本

の
経
済
が
成
長

し
、
世
界
中
の
人

が
日
本
の
国
に
対
し
て
興
味
を
い
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
日
本
の

産
業
の
現
地
生
産
が
世
界
中
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
商
社
マ

ン
の
進
出
な
ど
で
、
ま
さ
に
世
界
中

が
臼
本
語
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
す
。

＃
そ
の
時
“
が
き
ま
し
た
。
す
べ

て
の
要
因
が
満
た
さ
れ
、
私
の
準
備

が
整
っ
た
と
き
、
「
横
山
式
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ソ
ッ
ド
を
使
っ
て
世
界
中
に

臼
本
語
と
臼
本
の
文
化
を
伝
え
よ

さ
と
'

一
九
八

語
教
育

た
。
赤

日
目
の

右

に

は

IJ
"
 

f
 何

も
持
た
ず
、
社
会
人
と
し
て
何

も
知
ら
な
い
一
介
の
教
師
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
全
世
界
に
口
本

語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
く
、
今
巳
が

そ
の
第
一
歩
で
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る
こ
~
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とで構成と会話文絵
りやすさに工夫わか

二
月
に
会
社
を
設
立
し
、
本
と
テ

ー
プ
を
完
成
す
る
ま
で
十
力
月
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
世
界
で
日

本
語
プ
ー
ム
が
お
こ
り
、
時
が
熟
し

て
い
た
の
で
何
と
し
て
も
早
く
出
版

し
た
い
と
い
う
忠
い
と
発
起
人
の
方

々
に
年
内
に
出
版
し
ま
す
と
約
束
し

た
以
上
そ
の
約
束
を
守
り
た
か
っ

た
。
が
、
そ
れ
以
上
に
“
で
き
る
者
“

は
短
期
間
で
も
で
き
る
は
ず
だ
と
の

潜
在
意
諏
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

「
横
山
さ
ん
の
日
本
語
」
の
本
（
ハ

ー
ド
）
に
つ
い
て
、
私
自
身
英
語
は

英
語
で
、
ヘ
プ
ラ
イ
語
は
ヘ
プ
ラ
イ

語
で
習
っ
た
よ
ろ
に
、
日
本
語
は
日

〗
冒
匂

本
は
、
”
見
て
わ

か
る
“
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
第
一

に
、
教
授
法
の
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
て

い
く
つ
か
の
規
則
を
つ
く
り
ま
し

た
。
全
也
界
で
ど
の
本
よ
り
も
一
番

は
や
く
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
と
い
う
自
的
の
み
で
イ
メ
ー
ジ

し
ま
し
た
か
ら
、
蒐
て
‘
聞
い
て
、

答
え
る
＂
状
況
を
あ
ら
わ
す
絵
（
状

況
提
示
）
と
、
会
話
文
が
必
要
で
し

こ。f
 絵

は
四
色
カ
ラ
ー
に
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
文
化
笠
臼
慣
が
知
ら
ず

知
ら
ず
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
H
夫

し
ま
し
た
。
人
間
に
は
残
像
と
残
言

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昨
日
あ

っ
た
人
の
格
好
や
声
を
記
憶
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
状
況
ま
た
は
、
残

像
を
対
象
に
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
「
問
さ
、
「
答
え
る
」
の
会

詰
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
四
色
カ

ラ
ー
の
魯
そ
の
会
話
文
に
対
す
る

正
し
い
状
況
で
あ
り
、
初
出
単
語
も
、

会
話
文
も
必
ず
絵
で
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
こ
の
絵
は
そ
の
位
置
に
よ

っ
て
、
文
章
の
憲
味
を
確
認
す
る
こ

仁
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
肯
定

形
の
場
合
イ
ラ
ス
ト
は
文
の
右
側

に
、
否
定
形
の
場
合
イ
ラ
ス
ト
は
文

の
左
側
に
、
初
出
文
型
の
導
入
は
絵

全
文
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
、
罫
線
で

囲
み
ま
し
た
。
ど
の
文
型
も
積
み
重

ね
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

9
＾
吝
型
練
習
＞
は
、
肯
定
（
囲
み

ー
と
す
る
）
、
否
定
（
囲
み
11と
す

る
）
の
順
で
進
み
、
会
話
練
習
の
あ

と
は
す
ぐ
こ
の
文
型
を
つ
か
っ
た
②

＾
実
践
的
会
話
練
習
＞
（
あ
い
さ
つ

の
仕
方
、
地
下
鉄
の
乗
り
方
、
電
話

の
か
け
方
）
等
で
組
み
合
わ
さ
れ
、

さ
ら
に
自
然
な
会
話
を
す
る
た
め

に
、
③
＾
会
話
＞
が
ふ
ん
だ
ん
に
も

り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

会
話
文
型
も
初
出
単
語
も
す
べ

て
、
●
導
入
“
"
定
羞
＂
＂
リ
ビ
ュ

ー
“
と
い
合
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ

ん
で
い
き
ま
す
か
ら
、
先
生
も
学
生

も
今
ど
こ
の
練
習
を
し
て
い
る
か

が
、
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。
か
つ

絵
の
中
に
は
数
字
を
付
け
、
こ
の
数

字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
る
ツ
リ
ー

方
式
（
ソ
フ
ト
）
を
、
本
の
中
に
組

み
入
れ
ま
し
た
か
ら
、
先
生
と
学
生

士
の
問
に
媒
介
晒
が
な
く
て
も
メ
キ

シ
コ
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
対
し
て
同

時
に
曰
本
語
を
日
本
語
だ
け
で
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
教
授
逹
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
教
え
ら
れ
る
、
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
本
の
中

の
絵
の
位
置
、
紐
の
中
の
数
字
を
一

つ
の
き
め
ら
れ
た
方
法
で
組
み
合
わ

せ
、
全
ペ
ー
ジ
、
ツ
リ
ー
（
木
）
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ツ
リ
ー

の
つ
く
り
方
は
、
八
つ
の
パ
タ
ー
ン

に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
つ
く
り
方
は
た

っ
た
八
時
間
で
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
職
業
人
”
日
本
語
教

師
が
日
本
語
を
教
え
る
の
で
は
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
主
婦
、
留
学

生
等
外
国
人
と
か
か
わ
り
が
あ
る
す

ペ
て
の
日
本
人
一
人
ひ
と
り
が
、
日

本
語
教
授
法
の
能
力
を
身
に
つ
け
、

日
本
の
己
と
ば
＂
と
“
文
化
”
の

担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
す
。

本
の
制
作
は
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

の
同
時
平
行
で
作

業
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

＞
で
し
た
か
ら
、
作

棠
は
薙
航
し
、
何

7
 

＜
 

一

度
だ
め
だ
と
思
っ

た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
六
月
に
は
過

労
で
倒
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
病
院

に
連
ば
れ
、
原
因
不
明
の
激
痛
に
”
今

手
術
は
し
な
い
で
下
さ
い
＂
”
今
年

い
っ
ぱ
い
手
術
は
で
き
ま
せ
ん
々
と

必
死
で
懇
願
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

こ。↑
 ま

た
十
月
に
図
式
化
す
る
所
で
大

き
な
ミ
ス
に
気
が
つ
い
て
、
お
金
は

も
ち
ろ
ん
、
時
間
を
考
え
る
と
、
も

う
一
歩
も
前
に
歩
き
出
す
力
が
な
く

な
り
、
”
運
が
な
い
＂
と
く
や
し
映

を
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
雹
詰
が
入

り
ま
し
た
。
“
祖
母
危
篤
す
ぐ
帰
れ
“
°

小
学
校
五
年
で
母
を
亡
く
し
、
中
学

―
―
―
年
で
父
を
亡
く
し
て
か
ら
ず
っ
と

応
援
し
て
き
て
く
れ
た
祖
母
が
厄

篤
。
私
は
御
殿
場
に
向
か
っ
た
。
手

に
は
ソ
フ
ト
の
図
式
が
握
ら
れ
て
い

た
。
私
が
箸
い
た
時
、
す
で
に
祖
母

は
死
ん
で
い
ま
し
た
。
一
人
の
人
の

生
命
は
地
球
よ
り
重
い
と
思
ろ
。
私

が
精
神
的
に
死
ん
で
い
た
と
き
、
祖

母
の
生
命
が
私
の
身
が
わ
り
と
な
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

祖
の
葬
儀
の
間
中
、
私
一
人
の

カ
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
、
助
け
て

下
さ
い
。
私
の
生
命
と
ひ
き
か
え
に

こ
れ
を
完
成
さ
せ
て
下
さ
い
と
、
祈

り
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ニ
カ
月

t-Jきイラスト・西岡

間
は
地
獄
で
し
た
。
死
ん
だ
つ
も
り

で
や
り
直
し
て
、
入
稿
、
校
正
、
テ

ー
プ
原
稿
作
成
、
録
音
と
、
す
べ
て

の
も
の
が
手
に
入
っ
た
士
一
月
二
十

九
日
、
た
だ
一
言
“
こ
れ
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
神
概
あ
り

が
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
＂
と
、
そ
の

娼
に
ひ
れ
ふ
し
て
感
謝
し
た
の
で

す。
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日
本
経
済
の
自
さ
ま
し
い
発
展

は
、
輸
出
指
向
型
か
ら
海
外
直
接
段

資
型
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
え

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
物
の
生
産
を

通
し
て
一
方
で
は
、
一
雇
の
国
際
化

従来方法とは異なる
いつでも、 どこでも、だれにでも

―――――――――――――――ー監鬱雲雷藝霰疇＿＿＿＿＿＿＿＿――――――――

が
進
み
、
も
う
一
方
で
は
、
国
内
産

業
の
空
洞
化
と
い
わ
れ
る
現
象
も
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
済
、
物

を
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
す
れ
ば
、
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
中
心
の
国
際
化
が
日
本
の

国
際
化
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
宗
教
、
言
語
等
の
文
化
あ

る
い
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
同
時
進
行

し
た
西
欧
諸
国
の
国
際
化
と
著
し
い

対
比
が
あ
る
と
い

[
 

わ
な
け
れ
ば
な
り

庄

[eE

ん
輸
出
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
だ
け
に
伴
わ
れ
た
国

際
化
は
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
が
見
え
始

め
て
お
り
ま
す
し
、
日
本
の
国
際
化

に
お
い
て
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

人
間
的
要
素
、
す
な
わ
ち
教
育
、
文

化
の
普
及
と
交
流
な
の
で
冗
文
化

と
は
何
で
す
か
と
聞
か
れ
ま
す
と
、

ま
ず
第
一
に
歌
舞
伎
と
か
お
花
と
か

お
茶
を
言
い
ま
す
が
、
文
化
と
は
言

葉
な
の
で
す
。
日
本
の
習
慣
や
生
活

そ
の
も
の
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
言
葉
を
か
わ
す
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
活
観
と
か

哲
学
と
か
思
考
の
す
べ
て
の
も
の
が

わ
か
り
ま
す
し
、
こ
の
言
葉
を
輸
出

し
、
日
本
語
を
教
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
経
済
大
国
と
い
う
日
本
の
姿
の

中
に
も
う
ー
つ
の
日
本
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
う
い
ろ

意
味
で
私
は
、
日
本
語
の
先
生
を
言

葉
の
担
い
手
、
文
化
の
担
い
手
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
輸
出
は
、

ゆ
き
づ
ま
っ
た
日
本
の
国
際
化
の
ひ

ず
み
を
直
す
こ
と
が
で
き
、
本
当
の

窓
味
で
国
際
化
が
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
・

「
横
山
さ
ん
の
日
本
語
」
の
本
と

y
•
D
.
Mを
導
入
し
て
く
だ
さ
っ

た
一
番
は
じ
め
の
企
業
は
、
日
産
自

励
車
で
し
た
。
真
に
深
い
芸
術
的
な

表
現
は
、
こ
の
国
の
言
葉
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る
よ
う
に
「
美
し
い
」
と

い
う
意
味
を
英
語
の
”
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
“
と
い
ろ
の
で
は
な
く
、
日
本

語
の
蓑
い
と
い
う
意
味
で
考
え
、

お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
い
こ
う
と
い
ろ
国
際
化
の
窓
識

が
こ
の
会
社
の
中
に
あ
る
こ
と
を
聞

き
、
人
の
紹
介
を
通
し
て
厚
木
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
毎
岡
晃
一
郎
氏

に
お
会
い
し
た
の
は
、
本
が
出
版
さ

れ
て
＿
―
-
力
月
後
の
三
月
二
十
日
で
し

た。
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
氏
は
、
私
の
話
を
熱
心
に
聞
い

て
下
さ
り
人
事
部
の
人
を
中
心
に
八

時
間
のy
•
D
.
Mの
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
導
入
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
横
山
式
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ソ
ッ

ド
に
よ
る
企
業
と
一
体
と
な
っ
た
日

本
語
教
育
の
は
じ
ま
り
で
す
。

今
ま
で
の
企
業
の
中
に
お
け
る
日

本
語
教
育
は
、
日
本
語
教
師
と
い
う

プ
ロ
が
、
企
業
に
お
も
む
き
日
本
語

を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
や
り

方
で
す
と
曰
本
に
来
て
い
る
外
国
人

が
エ
埠
で
働
く
場
合
、
先
生
と
学
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
て

も
、
日
本
語
教
育
が
絡
わ
り
、

H
埠

に
行
け
ば
、
ま
た
会
社
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
し
な

イ ム フ 横山教ーきにたい 疇攣ミミ翅彦---
レが卜山さ育体まそ日

名の
‘な日

言の理りか点ユをち授て社 け

クつツ式 ん は で し れ 本 教 言 本
葉で解ありと二教が法提のれ

トくはダの、すたぞ語授晒語 もすでえあなケえ‘を供ーば

メら同イ日私゜゜れ教法学乞
意゜きるえっ 1 れこマさ室 な

ソ れ じ レ本自私し違師も
く8＞ 諏何る潟‘てシばのスれがり

ツて憲ク語身がかうがな
者つ

ス
もか磯と会おヨ‘教夕、日ま

lミお識ト'--が提しも教ぃ盆を学 て の っ te.互ら U をと
通物会な社互ン 授 1 た本 せ

をりのメ＾開供‘のえま つのいの荏法しつ語ん
マ ‘ 中 ソハ発すこでるまい

見校今きずた者いせなつもて人の混のとたたの。

ス横にツ 1 しるれ行と、た
た及日まか物同理たいくないの気と一本会八クし

タ山シドドた日はわい募本
掲びのすらと士解物まるつきこ持な室で社時ラか

1 式ス＾ ッ-,本．三れろ集を
合 企日
‘ 業本

゜異は力5しとま場て、とちりは日の間スし

しダテソと横語位て風し使有内語 つ お く
な ‘ つ あ ‘ つ 合 い 相 を が ‘ コ 本 人 で と ‘

つ お く 、 ＜ 互 知 わ 接 ミ 語 た 教 し 会

た
日
本
語
教
師
が
教
え
て
い
き
ま
す

か
ら
、
た
と
え
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、

タ
イ
と
先
生
や
学
生
が
移
動
し
て
も

同
じ
よ
う
に
平
行
し
て
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
、
と
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
教
え
ら
れ
る
も
の
、

だ
れ
に
で
も
教
え
ら
れ
る
も
の
へ
と

変
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
幼
い
と
き
夢

み
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
少
年
と
の
国
際

交
流
は
、
対
人
間
関
係
か
ら
対
企
業
、

対
社
会
そ
し
て
対
全
也
界
へ
と
眠
り

な
く
は
ぱ
た
き
、
二
十
一
世
紀
の
国

際
社
会
に
向
け
て
言
葉
と
文
化
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

を
広
げ
、
日
本
の
空
詞
化
の
醐
流
の

中
で
、
日
本
人
及
び
日
本
の
役
割
を

適
切
に
と
ら
え
た
日
本
語
の
国
際
化

の
担
い
手
を
育
て
続
け
る
こ
と
へ
と

大
き
く
変
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 イラスト・西岡 リき
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ロ日 的ゼ

人盃五↓名
ル業界：：:J I 
化の 的 ンバ
に海とのル
と：外い略と
と・戦うでは
ま 略 意‘
らは味そグ
ず単で れロ
‘なすは 1

盆多焚醤り

に
現
地
に
根
付
く
か
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
化
、
す
な
わ
ち
地
方
化
、
地
域
化

を
同
時
並
行
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
こ

そ
、
海
外
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

企
業
は
、
地
域
本
社
に
決
定
櫂
を

与
え
、
製
品
開
発
を
合
め
た
き
め
細

か
な
戦
略
と
地
域
に
根
さ
し
た
紐
営

を
進
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、

海
外
碑
点
が
単
な訓

〖
―

か
ら
製
造
販
宛
ま

で
を
統
括
し
て
い

き
、
い
か
に
現
地
に
根
付
け
る
か
が

グ
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
出
発
点
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
と
欧
米
の
ビ
ジ
ネ

ス
慣
行
、
人
事
、
労
務
管
理
の
違
い

か
ら
来
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
難
し
,YJ

は
、
左
記
の
よ
う
に
違
い
、
臼
本
的

な
発
想
で
や
ろ
う
と
し
て
も
予
測
で

き
な
い
ト
ラ
プ
ル
を
次
々
と
ひ
き
起

こ
し
、
現
地
流
に
改
め
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
ど
れ
だ
け
日
本
流
を
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
ら
れ
る
か
が
大
き
な
カ
ギ
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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発日曜
｀

水週海

人 事 基本姿勢

純
血
主
義

年
功
型
賃
金
、
階
段
式
昇
進

企
業
内
組
合
、
労
使
協
調
路
線

自
由
な
配
置
転
換
な
ど
柔
軟
な
労
働
慣
行

長
期
利
益
、
経
常
利
益
、
単
狼
決
算
を
童
視

コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
に
よ
る
政
策
決
定

従
業
員
の
雇
用
安
定
重
視

家
族
主
義
的
運
帯
感

小
集
団
活
動
な
ど
集
団
主
該

中
途
採
用
、
ス
カ
ウ
ト
活
動

能
力
給
、
抜
擢
人
事

．

職
種
別
組
合
、
労
使
対
決
型

迪
い
企
業
麒
念
に
基
づ
く
硬
直
的
な
労
働
慣
行

H本語か橋渡し役に
文化の普及、

短
期
利
益
、
一
株
利
益

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
政
策
決
定

株
主
重
視

契
約
的
労
働
顕

個
人
主
義

日
本
的
経
営
の
特
色

欧
米
型
経
営
の
特
毎

な
っ
て
企
業
や
日
本
に
還
元
さ
れ
て

く
る
訳
で
す
か
ら
、
こ
の
日
本
語
教

育
が
企
業
で
な
さ
れ
る
と
い
ろ
こ
と

は
、
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
混
と
な
り
企
業
の
グ

ロ
ー
カ
ル
化
、
現
地
化
の
問
題
に
蕊

め
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
く

と
考
え
ま
す
。

塁
化
す
る
企
業
の
中
で
の
日
本

語
教
育
は
、

CD全
世
界
き
で
も
っ

か
え
る
本
と
教
材
②
わ
か
り
や
す
く

涸
切
な
嚢
法
③
だ
れ
で
も
教
え
ら

れ
る
日
本
語
教
師
の
三
つ
が
大
き
な

柱
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
横
山
式

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ソ

ッ
ド
は
、
八
時
間

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
社
内
教
師

を
養
成
す
る
た

め
、
現
地
語
を
理

解
し
て
い
な
い
日
本
人
従
業
員
が
、

自
分
自
身
で
現
地
人
の
従
業
員
に
曰

本
語
を
教
育
で
き
、
日
本
語
を
通
し

て
曰
本
の
文
化
、
慣
習
、
日
本
的
降

営
の
あ
り
方
を
浸
透
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
日
本
語
教
育
の
混
を
通
じ
て

日
本
人
社
輿
と
現
地
従
業
貝
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
ら
れ
、
組

織
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
カ
ル
企
業
に
お
け
る
日
本
語

の
位
置
づ
け
と
は
ま
さ
に
、

①
言
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
孟
で
あ
り
、
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

②
文
化
的
、
文
明
的
所
産
を
臼
本

語
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
遼
元
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

③
日
本
語
の
普
及
に
よ
り
わ
が
国

の
文
化
が
外
国
人
に
よ
り
深
く
ヽ
理
解

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
三
点
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 'l 

理解深める

く9>

今
ま
で
の
企
業
の
経
営
資
諏
は
、

人
・
物
・
金
・
情
瑕
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
多
珊
多
檬
な
人
間
の
価

値
鶴
に
ふ
れ
る
普
謳
的
企
業
文
化
を

構
築
し
な
い
と
真
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化

は
成
功
し
ま
せ
ん
。
日
本
の
企
業
は

ど
ん
ど
ん
外
へ
出
て
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
外
に
出
て
も
う
け
て
帰
る
と

い
う
狂
采
を
忘
れ
て
、
そ
の
地
域
に

冒
企
業
の
監
希

l

様
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
企
業
が
グ
ロ

ー
カ
ル
化
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と

各
国
と
の
互
い
の
文
化
的
違
い
を
鯉

解
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
私
は
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
先
行
の
日

本
企
業
が
海
外
戦
略
に
必
要
な
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
と
し
て
私
が
開
発
し
た
横

山
式
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る

日
本
語
教
育
を
会
社
の
一
室
で
行
う

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

企
業
及
び
地
域
社
会
に
提
供
す
る

文
化
事
業
は
、
有
形
無
形
の
も
の
と

イラスト・西岡 リき



手 年 •r圭 知

開
発
途
上
国
か
ら
長
期
技
術
釈
修

生
を
受
け
入
れ
よ
う
と
、
労
働
省
の

外
郭
団
体
に
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
が
で
き
、
平
成
二
年
二
月
か
ら
日

産
栃
木
H
蝸
に
も
、
タ
イ
、
マ
レ
ー

3カ月で結果はr.... 
ゲームやカラオケも有

ー
ト
さ
せ
た
「
海
外
育
年
技
能
研
修

計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
期
間
は

二
十
ー
カ
月
間
で
す
が
、
そ
の
う
ち

＿
―
-
力
月
間
の
日
本
語
集
中
コ
ー
ス
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
年
度

は
東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
二
百
人
を

冒
[
[
-

る
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。

日
産
自
動
車
が
私
の
教
授
法
を
採

用
し
、
栃
木
H
埠
の
八
人
の
方
々
に

八
時
間
の
y
D
Mの
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
の
は
、
一
月
十
日
の
こ
と

で
す
。
日
産
が
選
ん
だ
日
本
語
教
師

に
な
る
人
達
は
、
五
十
代
前
後
の
超

ベ
テ
ラ
ン
の
現
埠
経
験
競
か
な
係
長

ク
ラ
ス
の
方
々
で
、
企
業
内
日
本
語

教
師
に
よ
る
日
本
語
集
中
コ
ー
ス

は
、
二
月
十
九
日
か
ら
＿
―
-
力
月
間
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生

が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
出

日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
五
時
間
と
し
、

ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ラ
オ
ケ
の

ク
ラ
ス
を
つ
く
っ
て
言
葉
が
通
じ
な

く
て
も
で
き
る
だ
け
互
い
に
わ
か
り

あ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
私
の
方
で
作
り

ま
し
た
。
＿
―
-
力
月
間
の
日
本
語
教
育

の
後
、
八
時
間
の
試
験
問
題
を
採
点

し
ま
し
た
が
、
私
た
ち
ブ
ロ
の
日
本

語
教
師
が
教
え
た
と
き
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
レ
ベ
ル
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

教
え
る
と
い
ろ
こ
と
は
与
え
る
こ
と

で
す
。
日
産
の
教
師
の
方
々
は
、
仕

事
は
通
常
通
り
に
行
い
、
そ
の
う
え

日
本
語
を
教
え
る
時
間
と
準
備
が
加

え
ら
れ
て
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
覧
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
、
日
本

つ
研
修
生
と
言
葉

い
日
産
の
技
術
を

巌
側
の
思
い
が

つ
に
す
ば
ら
し
く

lC
も
の
だ
と
、
た

だ
た
だ
感
深
し
ま
し
た
。

'

あ
る
ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
は
、
“
今

ま
で
経
験
出
来
な
か
っ
た
喜
び
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
産

を
退
職
し
た
あ
と
は
、
こ
の
本
で
日

本
語
を
教
え
て
い
き
ま
す
“
と
言
っ

て
下
さ
り
、
ま
た
人
事
課
の
方
も
日

本
語
と
、
日
産
の
技
術
を
教
え
る
こ

と
を
通
し
て
日
産
と
い
ろ
会
社
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
や
日
本
人
を
知
っ
て

も
ら
う
磯
会
が
与
え
ら
れ
、
真
の
国

葵
命
が
で
き
た
と
言
わ
れ
た
と
き

は
、
十
三
年
間
の
長
い
苦
し
い
忠
い

出
は
ふ
っ
と
ん
で
、
日
本
語
教
師
を

し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た。
さ
ら
に
、
五
月
中
旬
か
ら
は
技
能

研
修
が
始
ま
り
、
五
人
が
車
体
、
四

人
が
塗
装
、
八
人
が
組
立
に
と
分
か

れ
て
技
術
習
得
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

別や二の--, て
のや葎空海グか方織

り組ミよの上 疇攀芦蚤並彦=疇疇冒英本工
ュっー

てず物ュのまつれヨ

企も背 洞 外 口 か は の 二 て 室企
語語リさくかを二とせ ててン

甕石反化ー 1 せ‘ーケ‘で業 の 教 1 らるら 1乍ケ‘ん、おが
がはの力なグ体 1 社日内 <10> 出育卜には出つ 1 一゜宛りな

生ば待避自ルい口感シ貝本の
来での進ず来てシ緒し つ ま さ

ま社ちけ立企も 1 カ5 ョと語 人
るあ英んで上いヨにかてすれ

れ名構ら
人

を業の力生ン現を達て教象技よ労力5え 達
る語 で す が く ン 理 し い。て

るしまえれ促にでルまが地教がき育と術う働‘らの
な圏今°つので解‘か企い

恐同てなせおす企れは従え‘てへし研と
ら内ま たときしたな業る

れじいいばい°業てか業る企
力芙れ先ばので 製でる合だけはと

もだまと--,て にくら員こ業い とた修しを語れ生‘人の 品は者つ作れ物‘

あがすい呈逗 とるれのとのる
変日生て提圏ば方プ々よ は‘同てらばを聞

る、 。 う ← わ本をく供外よで口のう
つや、コに 中 以 つ 語 対 る し の い 教 の 日 に

違 お 士 コ せなつか
つ の が ミ るりくさ

た
め
企
業
は
普
遍
的
な
企
業
鯉
念
と

企
墜
や
お
構
築
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
企
業
で
は
、

逆
出
向
制
度
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
こ
れ
は
、

現
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
の
窓
見
を

聞
い
た
り
、
人
脈
を
活
用
す
る
な
ど

海
外
戦
略
に
も
役
に
立
つ
ほ
か
、
日

本
本
社
で
の
仕
事
の
流
れ
、
や
り
方

を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
が

自
的
で
す
。

こ
の
潟
合
、
日
本
の
企
業
が
日
本

で
外
国
の
言
葉
を
使
う
の
で
は
な

＜
、
日
本
語
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
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を
知
り
た
い
と
い
―

-l
 [

i
i
―
隧
吐
国
ゆ
技
術
研
瀦
淮
~
"
[
戸
砂

伝
わ
り
、
こ
の
よ
―

フ周

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
町
修
生
十
来
る
人
は
三
人
ぐ
ら
い
で
、
外
国
人
日
本
語
が
定
警
し
i

毎

七
名
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
の
人
も
”
カ
ミ
カ
ゼ
＂
し
か
わ
か
ら

ニ

々

力

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

労

嬰

『

か

ス

タ

な

い

合

で

あ

っ

た

た

め

、

毎

日

の

交

u
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e
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r
 

大
切
で
す
。
な
ぜ
な
ら
企
業
は
日
本

の
企
業
で
あ
る
し
、
事
業
活
動
の
核

と
な
る
企
業
理
念
を
植
え
つ
け
、
こ

れ
を
包
み
込
む
企
業
文
化
を
ど
こ
の

国
で
も
通
用
す
る
も
の
と
し
て
い
く

に
は
、
ク
技
術
て
と
ク
企
業
文
化
“

は
表
哀
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
す
。
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持戦じそほき しJ"‘』 Ill』 Vノっ人l~fム A』.，』x、グJ
ち略て海‘し
‘をの外新て

体--,fこ十 教 者 か
験横日六授十ら十

ま師十山が研三に育月び，，ンる現ウ

喜岩交腐屡人日ーま卜
りを一さ決修力日を問環日のに地グメ想携含量茎慧

の産月しレ中の
月んまを月本行の地本手あ人スキて現れ組イ開

をん社日卜方の十た 1
つす間のい日人語段たをカシき地た織ン発

行の員‘レに人三
旬日たるのエ‘本に'‘とつ集リコて化卜とグか

ろ 日 が こ 1‘ 事日
゜ニメ本とこ技謁さ語．三をしてめ工日い'-- 1 しまら

こ本 の 二 八 嬰 蒻
ンキ語きと術でら教力選てコてン産まヘ夕てで製

と語現教ン時 すコの日
グシ‘‘ ‘ ミ新テがすとルの統造

に'--地授グ間び、 るで闊産
ュエスメ゜大な位括‘

なを従法しのエ十 こ日 は
二埠にキ
ケを五シ

き形置す販 ， 

り 使業を‘横混四 と本を、 くで付る宛，
まっ員受五山関日 が語決

1 設千コ 切 の け 自 ‘l

してにけ、式係朝決教実禎 ．ヽ シ立人の り--,を己マ：
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